
豊橋市制施行100周年記念

一校区のあゆみ
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発刊によせて

平成18年度

豊橋市総代会長

西 義雄

このたび、豊橋市制施行100周年を記念し、

「豊橋校区史～校区のあゆみ」を発刊する運

びとなりました。皆様のご協力により記念事

業にすばらしい彩りを添えることができまし

たことを、心よりうれしく思います。

この事業は、 100年の節目を契機に地域の

歴史や文化、自然などを改めて見つめ直し、

将来の夢に思いを馳せていただくものであり、

51校区すべてが足並みを揃え発刊できたこと

に、たいへん大きな意義を感じています。ま

た、各校区におきましては、編集委員を中心

に多くの地域住民の皆さんが資料の収集や原

稿の執筆などに携わられたことと思います。

こうした取組みを通し、地域の絆がさらに深

まったものと考えています。

地域イベントの開催を含め「市民が主役」

を合言葉に行政と協働で進めてきた100周年

記念事業ですが、多くの地域住民の方々が

様々な形で挙って参加できたことが何よりの

成果であ ったと思います。今後におきまして

も、この100周年記念事業を一過性のものに

終わらせるのではなく、次の100年に繋げて

いかなければならないと考えています。

最後に、本校区史の発刊にあたり、多大な

ご協力を項いた多くの皆様に改めてお礼を申

し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

平成18年度

谷川校区総代会長

夏目定寛

谷川といえば、 豊かな自然と温かい人情で

結ばれた暮らしの「穏やかな原風景」が浮か

んできます。

かつては、 普門寺を支える集落として栄え

たり、船形山を居城とした戦国の戦いを乗り

越えたりと歴史の重みを惑じる地域です。江

戸時代には白須賀宿の助郷役に指定され、そ

の発展にも寄与しています。

戦後は経済の高度成長を迎える中で、 二川

地域の工業化をはじめとして、豊川用水やバ

イパスの開通など急激な発展を遂げ、谷川校

区も大きな変貌をもたらしています。

明治6年に二川義校分教場としてスタート

した谷川小学校も、約130年の歴史を刻み、

地域の特性を生かした環境教育は特箪に値す

るものです。

編集委員は、各町から選ばれた16名で、

メンバーには郷土史家はいないし、編集の経

験者もいない素人集団です。しか し、谷川を

愛し、谷川を理解し、谷川の将来に夢を託す

熱意あふれた仲間たちです。

“温故知新”という 言葉は、未来への確か

な旅立ちがあってこそ効力を発揮します。今

回編集した校区史がその“灯かり ”となるこ

とを大いに期待し、発刊の挨拶といたします。

谷川校区のいよいよの発展を祈りつつ
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第 1章 自然と環境

第 1章 自然と環境

l 谷川校区の地形と動植物

(1)地形と生活環境

とい じょう

樋状の地峡部 豊橋を囲む周辺の山々は、

赤石山系の南端部に位置す

る弓張山脈で、標高 500mに満たない低い山

並みとなっている。この山地の山あしは西方
おば

（豊橋市街側）に延び、その間に溺れ谷状に

入りこむ洪積台地を抱いている。弓張山脈は、

二川以西でいったん天伯原台地の下に沈み、

田原以遠で再び現れて渥美半島の骨格をなし、

伊良湖岬に達している。弓張山脈が二川で天

伯原台地に沈む地点に梅田川の低地がある。

ここは山地と台地に挟まれ、ほぼ東西方向に

樋状にくぼむ地峡部である。この地形を生か

して国道 1号線、 JR東海道線、新幹線が集

中している。

□ 

近世において二川が東海道の宿場町であ

った一般の理由は同町がこの地峡部に立地し
あんぶ

ていたことにある。弓張山脈の鞍部（峠）に

は、北から南にかけて宇利峠（標高 155m)、

本坂峠（標高 380m)、多米峠（標高 265m)

などの低い鞍部があり、いずれも古来から三

遠、東西間の交通路として利用されてきた。

私たちの谷川校区は、豊橋の東部、日本列島

中央構造線の東側、赤石山系の南端に位置し、

温暖な気候に恵まれ、しかも自然が比較的そ

のままの状態に残された地域である。住民も

永住者が多く、心温かく思いやりの深い人々

である。

谷川校区の地形は、船形山山麓の雲谷町、

東西に流れる梅田川を挟んだ平地の中原町、

台地の広がる原町と変化に富んでいる。これ

らの地形の様子は校区の産業と深く結びつい

ている。

支流を集めて 梅田川は全長 17km、

流れる梅田川 流域（面積） 95k叫で

中原町の南側を東から西へ流れている。雲谷

町普門寺の裏山から流れ出る湧き水を集め、

南に流れる半尻川と、静岡県との境、原町の

東端を北に流れる境川とが合流して梅田川と

なる。

半尻川と境川の合流点

7
 



校区のあゆみ 谷川

その合流点は愛知県と静岡県の県境地点

である。さらに下流に進み、細谷方面から流

れ出る落合川と合流して豊橋港に向かい三河

湾に流れ込む。梅田川には中原町において、
とびこえ ながとろ

川上から飛越橋、長瀞橋の 2つの橋が架けら

れ、原町、豊清町との南北交通の要となって

しヽる 。

雲谷町 ・中原町の下水道工事も平成 13年

6月に完成して、生活排水による水質の汚濁

も改善され、徐々に透明度も増してきた。川

底を眺めると、 80cmを超えるほどの鯉が群

れをなして泳いでいる。また川底には大鍋の

蓋ぐらいのスッポンが首を持ち上げている。
かわ う うしがえる

川鵜やサギ鳥などが、牛蛙（俗称食用ガエ

ル）や小魚を追っている。まさに生き物の宝

庫といえよう 。

毎年 9月から 10月にかけて環境活動の一

環として「梅田川ふれあいクリーン作戦」が

展開されている。地元企業の従業員や谷川小

学校の児童、 二川中学校の生徒や校区の人々

が一緒になって川の美化に取り組んでいる。

中原の南部を流れる梅田川

くふれあいクリーン作戦展開中＞

三町の特色 雲谷町の土地は、山の斜面

がみかん園、平地が水田とし

て利用されている。山の斜面に広がるみかん

園は昭和 45年 (1970)から 52年 (1977)に

かけて県営農地開発事業として52.8haにわ

たって造成されたものである。また山間に見

える多くの樹木は自然の宝庫であり季節ごと

の美 しさは訪れる人々を惑動させる。

梅田川 を挟んで平地の多い中原町には、

みかん園や水田が多い。近年、より市場価値

の高いハウスみかんが栽培されるようになっ

てきた。水田は梅田川に沿った所に見られる。

梅田川の南側に広がっていた水田や畑は昭和

30年代より企業が進出 したため、その多く

が工場用地に提供された。交通の便がよいこ

ともあって、 町内には中小の工場が数多くみ

られる。

新幹線より南の原町は、海抜 50mほどの

台地で畑地が多く、温室やビニールハウスを

利用した野菜栽培が盛んである 。そこでの夏
すt、か

作はメロン、西瓜などが中心で冬作はキュウ

リ、 トマト、エンドウなどである。露地では

キャベツ、ハクサイなどの栽培が主である。

水田は県境を流れる境川に沿って帯状に見ら

れる。企業進出は谷川三町のうち原町がも っ

とも多く、専業農家は非常に少なくなった。

谷川校区の概況

谷川は、南北約5.5km、東西 1.3km、面積約

5. lk吋、 794世帯、人口2,272人

（平成 17年度国勢調査による）
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第 1章 自然と環境

ハイキングに 谷川校区は豊橋市の東南

最適な校区 端に位置し、船形山を背に

国宝宿る普門寺のある雲谷町、南に下がると

休日は岩登りの若者で賑わいを見せる立岩の

麓に広がる中原町、国道 1号線の景勝地潮見

坂、潮見バイパスの基点を身近に置く原町、

谷川校区はこの 3町よりなり、全長 5.5kmと

南北に細長い校区である。

念邊彎

l．元々 堂跡 10．西荒神古墳群

2．船形山城跡 11．谷川保育園

3．元堂跡 12．原中寺 19．立岩古墳群

4．大杉 13．谷川小学校 20．立岩
念転点

5．鏡岩 14.中原神明社 21．立岩稲荷

6．普門寺 15．谷川校区市民館 22.わんかせ岩

7．鹿嶋神社 16．四ツ塚古墳群 23．丸山古墳群 26. 原町公民館

8．雲谷町公民館 17．中原神社古墳群 24．比舎古古培群 27. 龍守院

9．オの神 18．中原町公民館 25．原神明社 28. 御霊様

，
 



校区のあゆみ谷川

(2)豊かな自然と保護活動

谷川の春夏秋冬 谷川の春は緑。船形山

自然の営み 美 しく大地を覆う緑や草木

の常葉の緑に桜が彩りを

添えると、木々が芽を吹き始め全野が鮮やか

な青葉に包まれる 。谷川の夏 はホタル。清水

に生を受けたホタルは闇の中で幻想的な光の

舞を競演する 。谷川の秋は紅葉。青空に透か
こさつ

して見える普門寺の もみじは、 古刹の尊厳さ

を一段と引き立てる 。谷川の冬は遠望。遥か

東方の澄み切った空に、雪を頂いた富士の霊

峰がく っ きりと浮かび上がる 。威容を誇る立

岩の麓に広がる谷川は、自然の恵みと人々の

和をもとに新たな町づくりが進められている 。

立岩春景
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の花、 山か ら湧き出る清らか

な水、種類が豊富な昆虫、野鳥、水棲生物な

ど四季折々自然の営みが展開される 。校区内

で身近に見られる動植物を紹介する 。

く野鳥＞（ 1年中観察できる野鳥）あおさぎ、うぐ

いす、かわらひわ、からす、かるがも、きじ、きじ

ばと、けり、こげら、こさぎ、こじゅけい、すずめ、

せぐろせきれい、せっか、どばと、とび、ひばり、

ひよどり、ほおじろ、めじろ、もず、など

（季節で観察できる野鳥） あまさぎ、つばめ、ほ

ととぎす、など

く川の生き物＞ （魚類）たなご、どじょう、どん

こ、はや、ふな、こしヽ、めだか、など （昆虫類）

かわげら、たがめ、やご、たいこうち、など （貝

類）かわにな、たにし、など （そのほか）かめ、

すっぼん、ざりがに、さわがに、など

＜昆虫＞（チ ョウ ・ガのなかま）あげはちょう、い

ちもんじせせり、こみすじちょう、ちゃばねせせり、

ひとりが、ほたるが、もんきあげは、もんしろちょ

う、くろあげは、あおすじあげは、など

（トンボのなかま）ぎんやんま、しおからとんぼ、

おにやんま、つのとんぼ、あきあかね、など

（カブトムシの仲間）あおはなむぐり、うりはむし、

あおかなぶん、かぶとむし、げんじぼたる、ごまだ

らかみきり、こくわがた、ななほしてんとう、へい

けぼたる、ひらたはなむぐり、など

また、上記以外に（セミのなかま） （バッタの仲間）

なども身近で見られる。

＜樹木＞ （1年中築がついてる木）あおき、あか

悶 まつ、くろまつ、さんごじゅ、すぎ、せんりょう、

腐 ひさかき、ひのき、やまもも、しい、さかき、など
刹

（冬は華をおとす木）あかめがしわ、いぬざんし ょ

..,.. 
， 

氏

亙l,；
ゃ

”ってご^ ～トヽ
LI→ 
.●-

う、うるし、からすざんしょう、くさぎ、くぬぎ、

くり、こなら、ごんずい、すだじい、せんだん、た

らのき、ぬるで、ねむのき、はぎ、はぜのき、まん

さく、やしゃぶし、やまうるし、りょうぶ、など
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くけもの類＞いのしし、さる、たぬき、のうさ

ぎ、はくびしん、むささび、りす、など

く身近な薬草＞ いちじく（いぼ ・ベんぴ ・

痔）おおばこ（消炎 • 利尿 ・ 整腸．胃腸薬 ・ せきど

め）げんのしょうこ（げりどめ）、たんぼぼ（い

ぼ・胃腸薬）、どくだみ（おでき ・にきび）、ゆきの

した（せきどめ ・やけど ・しもやけ）、よもぎ（切

り傷の血止め ・虫刺され）、など

マンサク 湖西連峰の一角、神石山の南

東斜面にマンサクの咲く地があ

る。群生はしていないが 2月頃ひときわ目を

ひく黄色の花を咲かせる。（俗称山満作）

“ときわまんさく”の群生地は国内でも 3ヶ

所しか知られていない。その 1つが谷川小学
かんざ

校から程近い湖西市神座地区にある。残りの
Lょうたいさん

2つは熊本県の小岱山と三重県の伊勢神宮と

されている。10年前に突如話題を呼んだ貴

重な植物である。開花は 4月から 5月頃、見

学者で賑わいをみせている。

マンサク科トキワマンサク

カタクリの群生地 座談山の山頂より少

し下がった中腹の南東

斜面にカタクリの花が咲く群生地がある。毎

年 3月頃可憐な淡い紫色の花を咲かせ、ハイ
いや

カーの目を楽しませ癒してくれる。自然の草

花は大切にし、次の世代の人々にも楽しめる

ようにしたいものだ。

第1章 自然と環境

普門寺の大杉 高さ 28.1 m、幹周りの

太さ5.88m、推定樹齢 400

年以上、昭和 43年6月19日市の天然記念物

に指定された。春は新緑、秋の紅葉、古刹に

あってひときわ目を引く大杉である。老朽化

は避けられなく、樹木医により 2年がかりで

樹勢回復治療を行った。

なお、仁王門横のヒノキ、境内のイヌシ

デ、イロハモミジ、鹿嶋神社のヒノキも豊橋

の巨木 ・名木 100選に選定されている 。

普門寺の大杉

ホタルの里、谷川 ホタルは清らかな水

のある所に育つ。ホタ

ルの乱舞は環境のものさしともいえる。谷川

小学校の児童を中心にホタルの里づくりが展

開されている 。平成 14年 6月ホタル保存会

が発足した。会員は各町総代会、 PTA、谷

川小学校の職員及び有志の人たちである。児

童の活発な活動により学校のホタル園（ビオ

トープ）で 15年初夏、待望の成虫が光り始

め、毎日 10匹前後の成虫が確認された。現

在は次世代を育てるために産卵箱を準備して

観察を続けている。校区のあちらこちらでホ

タルが飛び始め、家族や近所のグループで観

察する姿がみられるようになった。

11 



校区のあゆみ 谷川

ホタル保存会の目的および活動として重視

されているのが、ホタル園ビオトープの活動

を通してホタルの観察、育成の支援を行うこ

とである。また広義においては、ホタルが生

息する谷川校区の自然環境を守っていくこと

である。

谷川の常風は、冬季は北西風、夏季は南東

風でその交代期は 5月頃である。しかし年間

を通じて無霜日が 230日以上もあることは

人々の生活、生産活動上有利な条件である 。

南東の風が吹くと雨になり、西風になると天

気が良くなるのが普通である。

谷川の気温・降水量

℃ mm 
30 300 

25 250 

20 200 

15 150 

10 100 

5 50 

゜ ゜ーニ三四五六七八九十＋ ＋ 
月月月月月月月月月月

月月

ゲン ジボタル こ＝コ気温 ----降水量

2 気候と自然災害

(1)温暖な気候

無霜日 230日 谷川校区の冬季は、 比

の暖地性 較的温暖である。このこ

とは 特にハクサイ、キャベツ、ネギなどの

冬野菜の栽培や温室園芸、みかん栽培にとっ

ては好条件であり、地理的優位性と相まって

輸送園芸地帯として地位を占めるに至った理

由でもある。年間の平均気温は摂氏 15.5度で、

雨量は年間 1,600mm前後である 。雨は夏季

に集中するので湿度は高く、冬季は乾燥する

が、年によっては 8月頃水不足で悩むことも

ある。

西

谷川の年平均風向 ・風力

北
4 

3.5 

北東

東

南東

南

I2 



第 1章 自然と環境

冬季の乾燥 冬季は晴天が多く、比

と強風 較的乾燥し、湿気が少ない。
まゆ

このような気象条件が、戦前の谷川の繭の生

産や製糸業にとって有利な条件となっていた。

戦後は干し大根を作り漬物にする農業が盛ん

であった。自然を利用した産業も時代ととも

に少なくなっている。

から かぜ

屋敷森と三河の空っ風

谷川校区の民家の多くは、屋敷森（防風

林）をめぐらしているが、これは冬季の強

い季節風を防ぐためで、防風林の樹種はマ

キ（俗称細蕪）、椎の木、杉、ヒノキがあ

げられる 。

三河の空っ風は、冬季の強い北西風で、空

気が乾燥ているので気温のわりには寒さを

惑じる 。

(2) 自然災害への警鐘

台風・土砂くずれ 豊橋を襲った大型台

風の記憶としてよ蘇える

のが伊勢湾台風である。昭和 34年 (1959) 9 

月26日夜、紀伊半島南端に上陸し、愛知県

西部から富山県を通って日本海に抜けた最大

風速 75mを記録した超大型で暴風圏が広く、

夕方の満潮時とかさな って、堤防の決壊など

による災害は明治以降最大のものであった。

愛知の死者は 3,168人、行方不明 92人、

全壊家屋 20,334戸という大災害であった。

さいわいに谷川校区での被害は少なかった

が、今後心配されるのが、台風などによる集

中豪雨である 。特に半尻川、境川の氾濫が心

配され早急な対策が望まれる。

竜巻の発生 昔の人は、風や雲を従え

と被害 天に昇る竜のように思えて

竜巻と呼んだらしい。 しかしその正体は非常

に力の強い風の渦巻きのことである。

三河山地

平成 11年 (1999) 9月24日午前 11時か

ら午後 1時の間に、豊橋市に被害をもたらし

た竜巻は、積乱雲の下で異なった大気の塊が

触れ合おうとして、そのとき発生するエネル

ギーが空気の渦になり、対流現象で上へ上へ

と昇って竜巻となった。

過去に発生した谷川校区の竜巻は昭 39年

(1946) 7月19日午前 6時 50分ごろ大岩町

地内から雲谷町地内にかけて発生、幅 50m、

延長約 5km、人的被害負傷者 2名、民家の被

害一部損壊 15戸、非住宅の被害全壊 2棟。

さいわい谷川校区は竜巻の発生の中心から外

れていた。

雲谷町をおそった山火事

昭和 38年 2月18日午後 3時頃岩崎町地

内の山林から出火、 15m/secほどの強風に

あおられ、大脇町、 雲谷町地内にまたがる

通称高山に燃え広がり、山林 150haを焼

失し翌 19日午前 11時頃鎮火 した。

遠
州
灘
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地震 東海地震はいつ起きてもおかし

くないといわれている。昭和 51年

(1976)東海地震説が発表さ れ、平成 13年

(2001) 12月政府の中央防災会議に よって東

海地震についての最終報告書がまとめられ

た。静岡西部、駿河湾一帯を震源とする M

（マグニチュード） 8クラスの大規模地震に

伴う強い揺れ、津波などの被害が予測される

といわれている。

昭和 19年 (1944)12月7日午後 1時 36

分、 M8の大地震が東海地方に発生し大被害

を与えた。遠州灘地震と呼ばれたが、その後

昭和 20年に出版された中央気象台の報告に

は東南海大地震と名づけられた。戦時中に起

こったので当時の社会情勢から詳細な被害発

表はなかった。中央気象台の報告書さえも極

秘の印が押されている。

昭和 20年 1月13日 (1945)午後 3時38分

M6. 8の大地震が三河地方に発生した。この

地震は昭和 19年 12月に発生した東南海地震

の37日後に起こった。東南海地震同様戦時

中の大地震であり詳細は知られていない。谷

川の震度は 4から 5といわれたが、大きな被

害はなかった。

現在豊橋市では、昭和 56年 5月31日以前

に着工された木造住宅の無料耐震診断を積極

的に進めている。

(3) 自然を生かした農業

美味しい米の 校区の水田は、半尻川
なかばら

取れどころ 中原川、梅田川、 境川な

どに沿って分布している。耕地整理事業は原

町（昭和 33年～ 36年）、中原町（昭和 33年

~36年）、 雲谷町（昭和 36年～39年）と 実

施された。水田面積は 3町ともほぼ同じで校

区全体で 237haである 。

早生種と してコ シヒカリ、ミルキー クイー

ン、中生種として、あいちのかおり SBLが

栽培されている。早生種は味が良いが稲が倒

れやすい。昼夜の温度差がある地域の米は味

が良いといわれ、山を背にした雲谷町は好条

件である。収穫量は 10a当たり 400kgから 600

kgぐらいである。

たわわに実る稲穂

みかん作りの 谷川校区でみかんの栽

移り変わり 培が始められたのは明治

の中頃といわれている。大正の始め頃になる

と、中原町の区有地がみかんの植え付けを目
ようさん

的に貸付られたが、当時は養蚕が盛んであっ

たため発展は見られなかった。この時代に

「立岩みかん組合」が誕生した。その後の農

地開発事業により増産へと発展した。 しかし

仝国的なみかんの過剰生産、オレンジの自由

化などで栽培をやめていく農家が増えた。

ハウスみかんの栽培は、 35年ほど前から

甜入され現在は6戸の農家で 240aほど栽培

されている。出荷量は年間 120tで JA豊橋

を通じ、関東方面の市場に出荷されている。
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第2章 歴史と生活

第2章 歴史と生活

1 谷川のあゆみ

(1)古墳時代から中世へ

人の定住 この地域の人の定住は雲

と古墳群 谷町と原町から始まった。

谷川校区とその近辺では、 35基の古墳群が確

認されているが、貝塚（鳥獣魚介類の骨や塵

の捨場）などの太古の遺物は発見されていな

い。先住民の遺物が消えたとも考えられる

が、海岸から離れていることを考えると、こ

の地域では、農耕を営む集落から人々の定住

が始まったと思われる 。

匙咆

校区内の古墳（◎印）

（昭和39年谷川小学校刊 “たにがわ”より）

弥生時代後期 (3世紀頃）から古墳時代前期
かめ

(4世紀ごろ）の台付甕の脚台部と推定できる

もの（谷川小学校所蔵）が 2点出土している。

我々の先祖が、これ以前から、この地域で

農耕を始めたようである 。雲谷町の半尻川沿

いにある水田は、相当古いと推測されている。

原町の境川沿いにある集落や耕地も、この時

代のものであろう 。

けしき

古墳は、 JR東海道本線の北側で、影色池か

ら東へ静岡県境までの間と豊清町に点在す

る。中原町地内では人の定住がこの時代には

まだなかったようである 。

谷川地内の古墳で最大のものは、日東電工

の敷地内にある丸山古墳で、南北40m、東西

36m、高さ 4mの大きさがあった。現在、古

墳の殆どは消失しているが、古墳時代の後期

(6世紀から 7世紀前半）谷川小学校所蔵の

須恵器 7点は、これらの破壊さ れた古墳の副

葬品と思われる。馬込池西方、約 300mの上

ノ山 1号墳は、石室が残存している 。

普門寺の開山 雲谷町の普門寺は「三州

船形山普門寺略縁起』に よ
じゅんしゃく ぎょうき

ると、神亀4年 (727)諸国巡錫中の行甚 (668

~749、奈良時代の僧、 745年はじめての大僧

正となる）が、自ら聖観音立像を刻み、それ

を本尊として山頂に寺を建立した。小松原町

の東観音寺、田原市の長仙寺、泉福寺などは、

何れも行基菩薩の開基として伝わっている 。

普門寺の元々堂跡
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はじ

のちに出る行甚焼も、行基の創めたものと

いう 。平安時代寺勢盛んになってきた。現在

でも開山時の元々堂跡と、のちに再興された

元堂の跡が船形山山中に残っている。

こようしぐん

こうして、この地区にとっての平穏な暮ら

しは、 12世紀中頃まで続いた。しかしこの平

穏も、 1169年から 71年にかけ天台宗の僧と

の対立（台蜜・東密の勢力あらそい）で起き

た船形山焼失という異変で一変 した。のちに

広がる古窯址群 農耕が定着し、神仏の 源頼朝の叔父と伝えられる化積上人が、平家

信仰が始まると、 生活に 追悼祈願のために現在の元堂跡に再興した。

欠かせないのが、食器・祭器・穀物や酒を貯
かめ

蔵する甕であったといわれる 。雲谷町字ナベ

山のナベ山古窯址群や、豊清町の比舎古古窯

址群・豊清古窯址群が確認されており、これ
すえき

らから、行基焼や須恵器土器が多く出土して

いる 。比舎古古窯址群から 出土したと思われ
ひず

る奈良朝須恵器(8世紀前半頃）には焼け歪み

や焼けはぜが見られる 。このことから窯跡に

残された不良品と考えられる。この出土品も

谷川小学校に保存されている。普門寺の元堂

跡で多くの行基焼が見つかっており普門寺の

祭事に使用されたと見られる。

校区内から発掘された土器

元CBCキャスター草柳伸一氏（多米町在住）

の調査によると、「豊橋文化会館に展示され

ている一里山古窯群から出土した水差 し（急

須の大きい物）は蓋の握り手の部分が鳥の形

をしていた。これは韓国のものとまったく同

じもので、文化の伝承とか、技術の伝達に

よって作ら れたというものではないようだ。

このことから古墳時代には、 一里山に朝鮮半
しらぎ くだら

島（新羅、百済など）から渡来 したエ人が住

んでいたと考えられる 。」

とおとうみのくに

鎌倉街道 平安時代の東海道は遠 江国
いのはな

の猪鼻（新居）から細谷、大岩
しかすが

を経て、高師山をとおり牟呂から志香須賀の
わたつ

渡しで豊川を渡り渡津（小坂井）から遠く平安

京まで通じていた。その後、平安時代の後半

から鎌倉時代にかけ、東国における政治・軍

事経済的発展が続き、これに伴って交通量増

大のため、従来の志香須賀の渡し（当時の豊

川河口は川幅が広く波風の強い難所であ っ

た）に限界が生じ、新たなるルートが誕生し

た。それは白須賀（現在の元白須賀）から、

笠子（境川に沿った部落で、古くから雲谷街

道とも呼ばれ、普門寺の第二山門があ った よ

うで今も門原の名称が残る）に出て、中原か

ら雲谷の普門寺を経て、船形山を越え岩崎の

鞍掛神社付近で朝倉川を渡る道であった。

これが鎌倉街道である 。 “いざ鎌倉”とい

う言葉にあらわされるように、全国の御家人

の参集・出陣の道としての性格も強かったら

ししヽ 。

鎌倉街道の名残り（雲谷町地内）



全国を平定した源頼朝が、建久 1年 (1190)
じょうらく

上洛途中、普門寺に宿泊した。この年、源頼

朝から寺領を与えられ、 三河七御堂随ーとい

われた。その寺領は広大で、仁治 3年(1242)

の証文写しによれば、東は梅田沢境川 （三遠

の境界）南は旧東海道、西は二川と大岩の境

北は霜降岩の北とある 。

頼朝伝説

源頼朝が都にのぼるとき、普門寺で 3日宿泊

してから、鞍馬大明神を通りその乗馬の鞍を

奉納 して武運長久を祈願したので、それ以

来、鞍掛神社と名を改めたと伝えられる。

そのとき、頼朝が軍馬を止めたといわれるの

がこま止めの桜であり、それは鞍掛神社の

東、約 100mの小川のほとりにある 。

かっては、大きな桜の木であったが、今は枯

れてなくなり、そのあとに村人たちが昔をし

のんで、新たに桜の木を植えた。
あしげ

頼朝の乗った葦毛の馬がこの地で死に、愛馬
しヽた

の死を悼んで、なきがらを手厚く葬った。

葦毛（い もう）という地名は、この時の葦毛

（あしげ）の馬を埋めた地であるという 。

岩崎の東方、山すその小さな池で、頼朝が手
てあらい

を洗ったので、その後、この地を手洗という

ようになったと伝えられる 。

型柏市教育委員会「盟梢の史跡と文化財」による 。

(2)戦国から江戸時代へ

今川と織田 戦国時代になると、この

の戦い 地区は、 三遠両国の国境上

に位置する所から、今川・ 織田両勢力の接触
とりで

点となった。天文 2年 (1533)今川方の砦が

やぶられ、兵火によって全山ことごとく焼失

した。船形山合戦といわれる 。このため慶長

ごろまで仏像十有余体が元々堂にあった松の

あたりに小山のように積まれ、僧侶達も逃亡

したままであったと伝わる（普門寺伝） 。こ

の合戦で、近在の住民は大きな影響を受けた

第2章 歴史と生活

と思われるが、被害の程度を示す文書などは

残っていない。

のちに、吉田・田原の 2城を攻略 して渥美郡

全部を占領 した今川義元は、 人心掌握のため

神社仏閣を修復し天文17年 (1548)普門寺も

再興した。江戸時代に人り、寺社は幕府や領

主によって信仰をうけ、 厚く保護さ れた。特
しゅいんち

に格式の高い寺社には幕府から朱印地と呼ば

れる土地を与えられた。普門寺は慶長 8年

(1603)徳川家康から朱印領100石を受けた。

明治維新で寺領が失われ、神仏分離令により

近在の神社の支配権も失い寺勢は衰えたが、

山に臨む寺城の景観も よく、古文化財が多い

ことから、寺を訪れる人びとが絶えない。

国宝四天王像

中原新田の開発 江戸時代、渥美郡内の

新田の中で最も古く、し

かも文献に現れているのは中原新田で、元和

7年 (1621)吉田藩主松平忠利の時の開発で

ある 。当時同藩より 出した文書（次ページに

掲載）が残存している 。

この文面から見ると、①永代諸役を免ずる

② 2年間免税とし 3年目から 1反に僅か 2斗

の税金でよい ③永代給人に出てはならな

い、などと随分藩主から優待されている。こ

のように当時の藩主は墾田を奨励し、農業を

中心とした産業の振興に努力した。

17 
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寛永 4年(1751)原村差出帳（原区有）による

戸数は 41戸、 174人（男 80人 ・女 94人）

安政 5年(1858)吉田領戸数調では、

雲谷村・ 58戸、 280人、（男 129人・女 151人）

幕末における石高は、雲谷村 ・500石、

中原村・ 172石、原村・ 401石

中原新田の古文書（中原区有）

開発当初の元和 8年(1622)の中原村検地帳

によれば、名詰人 50名のうち、原村が 30名

雲谷村が 18名、他不明 2名とな っている 。

つまり原村の農民を中心とし、それに雲谷村

が加わり、後には遠州梅田村の農民も参加し

て開発されたものという 。

新田開発の際は必ず検地を行っている 。検

地は開発の 翌年に行われ、 じ責軍3年 6月

(1686)の中原村新切検地帳（中原区有）に

田、 1町7反3畝 13歩

畑、 4町4反 l畝 23歩

田畑高合、 57石 1斗2合 3勺とあり、開墾者

はここに本百姓として定着した。

新田開発余話

幕府は正保 (1644)以前の検地で定めたもの

を元高と称した。以降変更することなく大名

の石高は元高を以って唱えた。新開の土地を

有する領主は元高以外の収入があるので、経

済上裕福であった。元禄以降、享保以前に検

地した新田を古新田といって享保 (1716)以

降の新田と区別した。中原新田も古新田とい

われた。

谷川の当時の 中原新田開発前の谷川の

大きさ 規模は、慶長 9年 (1604)

の検地高として、雨野谷村（雲谷村）が 414石

余、原村は 278石余とある 。

この当時渥美郡の産物として、薪炭が製造さ

れた。このため山林は充分な保護をしなけれ

ばならないので、給料を与えて山廻りと称す

るものを置いた。吉田藩御林帳の中に、寛延

3年 (1750)の山守給米と称する ものが示さ

れている 。

雲 谷村 米 4斗2升 太郎右エ門

大脇新田 米 7斗8升長 作

中原村米 l斗8升九 平

原村米 l斗8升久 太郎

吉田藩御林として文化元年 (1804)10月の

調べに

雲谷村・大脇新田・中原村入会

中原村 2町4反歩

原村 14町2反 6畝 20歩とある 。

く参考〉

(1石＝10斗＝100升＝0.1804吋＝約l80e)

(1町＝10反＝100畝＝9,917.4吋＝約 1ha) 

344町7反歩

白須賀宿騨の 江戸開幕以後、籍籍の
すけ ーぅむら

助郷村法を 定め、東海道に 53
しゅく えき

の宿騨を設けた。以前より東海道の往来は
ひんばん

頻繁であったが、参勤交代を開始するに及ん

でますます交通頻繁となり、宿騨の負担が増
ひへい

大し疲弊を呈 してきた。この宿騨の疲弊を助

けるために、明暦3年 (1657)助郷制度が誕
てんまえきふ

生した。助郷とは、各地区から1専馬騨夫を出

して、宿騨の助成をするものである 。渥美郡

や八名郡、宝飯郡の 28ヶ村は二川宿へ、 谷

川 3村は、細谷、 小島、寺沢、七根、高塚、

遠州敷知郡 5村と共に、白須賀宿の助郷村と

なった。

18 
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きんだか

通常、助郷は勤高百石につき、馬 2頭、人

足 2人の割合を以ってその任務にあたった。

享保 10年 (1725)の助郷帳による勤高は、雲

谷村 ・358石、原村・ 290石、中原村 ・106石

とある 。
はんざつ

寛政以後京都との往復が一層煩雑となり更

に交通量が増え、勤高の割当も増えていった。

加えて宿騨の諸経費の割当（｛専馬金）が各村々

に課せられた。この偲馬金は首に代えても出

さなければならなかった。農繁期といえども

若者は助郷役に追われて家業に励むことがで

きず農村はますます疲弊していった。加えて

天保の飢饉では三河地方も大飢饉に見舞われ

た。二川・ 白須賀付近の道路で、連日 8~ 9人

の餓死者があったといわれた。そして慶応 3

年 (1867)遂に助郷騒動が起った。谷川 3村

の区に渥美郡が行政区画され、郡役所は豊橋

に設置された。

同6年 (1872) 1月、政府は、士族に よる

軍事力を廃止して、国民皆兵制度を行うため
ちょうへいれい

徴兵令を公布した。しかしこの徴兵令は例外

条項を多く含んでいたため、 一部の富豪の子

弟は兵役免除となり、兵役につくのは貧 しい

農家のニ ・三男が多かった。同7年 (1874) 

板垣退助らによって議会政治を実現 しよ うと

いう自由民権運動が始まった。

東海道線の開通に伴い豊橋駅が同 21年

(1888) 9月 1日に開業、 8年遅れて二川駅

が同29年 (1896) 4月に開業した。近代国家

への足音であった。

製糸業と養蚕 明治のはじめ頃、生活を

が、この助郷騒動にどのようにかかわったか 豊かにしようと、農家で茶

は記録がない。 の栽培を始めたが、この地方の気候に合わず、

末広五十三次白須賀 二代歌川広重

(3)明治から大正へ

近代化の足音 明治 4年 (1871) 7月政

府は中央集権確立のために

廃藩置県を断行し、翌年ほぼ現在の愛知県が

成立した。愛知県はまず行政機構の整備に着

手し、県下を 15の区に分けた。その 15番目

ほとんど失敗した。そこで、同 6年長野県か

ら桑の苗を譲り受け養蚕を始めた。桑がこの

地方の気候にあい、養蚕をする人が増えてき

たが、製品販売にはまった＜未熟であったた

め、養蚕農家の利益は見るに忍びないもので

あった。加えて技術不足のため、幾度となく

製糸場を創設しても次々に廃業に追い込まれ

た。

そこで製糸業の先進地である群馬県や長野

県、福島県に人材を派遣し技術を学ばせた。

この地区の養蚕業は小規模で、つねに原料不

足に悩んだが、くず麟（望鍼）から糸を取り

出す方法を発見して始めた玉糸製糸は、競争

相手もなく、しかも安価な原料という有利な

条件で見事に成功した。

同20年代になり、東海道本線が通ると運送

店や銀行ができるなど、町の様子が変わり始

めた。とくに、生糸や玉糸を作る製糸業が発

達し、明治の終わり頃には豊橋の産業の中で

一番の生産高をあげるようになった。

19 



校区のあゆみ 谷川

20 

谷川村の誕生 大化の改新から平安時 風潮によって、古いものはこ怒とく捨てて省み

と移り変わり 代の間（一般には 701年

大宝律令施行の時と考えられている）に:箭
のくに

国渥美郡となりこの地方もこれに含まれた。

明治 11年 12月28日、雲谷村・中原村・原村

が合併して谷川村となった。このときの谷川

村誌によると、

田 ：132町l反 7畝 10歩

畑 ： 32町3反 7畝歩

宅地： 7町 7反9畝 7歩

山林： 77町4反 l畝 18歩

原野： 6町2反 l畝 14歩

雑地 ： 25町3反6畝 5歩

総計 ：281町3反 2畝 24歩

税金 ：地租税 1,414円36銭

雑税72円97銭 8厘

人口 ：戸数 138戸男346人女336人

車馬 ：大六荷車 2輌人力車 3輌馬43頭

物産：米 1,189石 3斗麦 145石8升 7合

小麦 15石 7斗雑穀 48石 7升 8合

木綿 1,364斤 醤油 11石2斗8升

木綿織物615反
はたおり

全村男女共農業を勉む、女は余暇に機織す。

明22,10, 1 二川村 ・大岩村 ・谷川村が併合さ

れ大川村となる

明26.6, 23 大川町に名称変更

明30,2, 1 大川町から分裂、谷川村に戻る。

明39,7, 4 大川町 ・谷川村 ・細谷村・小沢村

が合併して二川町となる。

明39,8, 1 豊橋市誕生

昭30,3, 1 豊橋市に吸収合併

ず、新しいものが次々に採用されていくなか

で、幕末頃から助郷役で、生きる意欲を失い

堕藷しかけていた若者たちは、有識者ゃ為薮
しゃ

者から敬遠され、その必要性まで疑われがち

だった。そして、これを改善しようとする動

きがあまり見られなかった。このような状況

のなかで、日露戦争前後に教師などによって

この若者たちを更生しようとする動きが急速

に高まった。

雲谷村では、明治27年 3月から有志夜学会

を設け、教師夏目弾太郎の私宅において数名

の有志で、毎夜熱心に勉学を始めた。これが

雲谷青年会の発足であった。

雲谷』青年會

i :笈
ビ！潟ル名 A ふ h斗

tt1 t ; t墨i;！社:3主9
ii Hii罪虹坪 iii;！打
; ； i睛f翡！iili ! J.: ！心
り；tit i i i 1 ii 

t i ft •; 
をa...~ 
詈 i

雲谷村青年会大正 3年の計画

同32年 2月に雲谷青年夜学会 として村費

の援助を受け、年齢15歳以上25歳以下の者を

会員とした。夏目｝爾太郎を会長に、副会長 ・

会計・幹事 3名で運営、学力の補充・風俗の

矯正 ・農蚕業の改良を目的とした。基本金を

得るために勤労に努め、試作地を設けて会員

の研究を助けた。また植樹などの事業を行い、

青年会の誕生 若い衆仲間とか、若者組 新聞閲覧所を設け新知識の導入を図った。青

といわれる次代を背負う若 年夜学会は、中原村 ・原村でも発足し、当初

者たちの組織ができたのは、江戸時代以前の の会 員数 は、 雲谷村 13名、中原村 18名、

ことといわれている。 しかし、明治維新後の 原村 15名であった。



(4)満州事変から太平洋戦争へ

豊橋の昭和恐慌 大正 3年(1914)ヨーロ

ッパを主戦場とする第一

次世界大戦が勃発した。大戦中、日米両国は

欧州諸国の輸出市場を独占した。このため、

本来ならば国内消費される物資も輸出に回さ

れ物価が激しく上昇 した。世界恐慌の始まり

である 。そして同 12年(1923)関東大震災が、

さらに日本の経済恐慌に追い討ちをかけた。

昭和 4年 (1929)ニューヨーク株式の大暴落

をきっかけにアメリカ経済は恐慌に陥った。

生糸の最大の輸出先であったアメリカの不景

気はこの地方の養蚕農家へも影響を与えた。

昭和 4年12月に 1,120円であった生糸価格

は、 5年に入って下落する 一方であり、 675

円の繭で620円の糸をつぐむというありさま

であったが、同年 9月にはとうとう 510円に

なってしまった。大部分の工場は賃金すら払

えず休業するところが続出した。小規模業者

は生糸生産に見切りをつけ、アメリカから輸

入された古絹靴下ほぐしに転業した。これが

再生絹糸業である。

製糸業から始まった豊橋の昭和恐慌は、他
はん

のあらゆる産業にも及び、多数の失業者を氾

紐させ、ルンペン（浮浪者）ということばが

生まれた。こうした不景気から脱出しよう

と、日本の進路は、満州市場の独占と軍需工

業へと向かった。

昭和 6年 (1931)満州事変が起こり、同12

年 (1937) 7月に日中戦争、そして、同16年

(1941) 12月、ついに太平洋戦争に突入した

のである 。

し●っせいへいし
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色の紙が使われたために、通称赤紙といった）

1枚で戦地に駆りだされていった。

出征する人は八幡神社や神明社で戦勝祈願

をし、妻子 ・ 両親や親類 • 町内会の人たちに盛

大に見送られた。若い人が「お国のために」

と、立派に挨拶し、 二川駅から見送られて戦

場に向かった。戦局が優勢なときの見送りは

盛大であったが、敗戦色が濃くなってきた頃

には見るに忍びないものであったという 。

出征兵士見送り風景（昭和 12年）

戦時中の生活 こうした状況のなかで、

石油 ・鉄鋼 ・石炭 ・綿糸 ・

ゴム製品などの戦略物資は、すでに統制品目

になっていたが、戦争が長びくにつれて物資

不足は目立ち始めた。なかで も、食糧事惜は

深刻で、政府が米を一手に買い上げ、昭和 16

年には豊橋でも米の配給が始まった。11歳か

ら60歳までの男女には、 1日当たり 2合 3勺

(330 g) の米、 1ヶ月当たり200匁 (750g) 

の味噌を配給するというものだった。

この配給量は、栄養補給の大部分を米に頼っ

ていた当時ではギリギリの線であった。 しか

も、後には減配や欠配になった。

太平洋戦争が始まると、物資不足はさらに

出征兵士の 日中戦争が拡大の一途をた 深刻で煙草・塩のほか、雑穀、芋、豆かすな

見送り どる昭和13年 (1938) 4月に国

家総動員法が公布され同年 5月から施行され

た。この頃から、多くの若者達が兵役に徴用

され、農家の主や働き手までが、召集令状（赤

どが米の代用食として配給されるようになっ

た。このため芋や野菜、その他食料となるも

のを米と一緒に炊き込んだ雑炊 ・すいとんを

常食として空腹をしのいだ。
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海外輸送路を断たれた日本は、兵器を作る

原料や金属類が国内では生産できず、国内の

あらゆるものを供出させた。各家庭の鍋釜や
ぼんしょう

普門寺の梵鐘まで兵器に変っていった。

本土防衛の 昭和 19年 11月、サイパン
いかり

怒部隊 基地を発進した米軍爆撃機

B 29が、東京へ初めて姿を見せた。以来、 B

29の空襲は各地で本格化した。第73師団

（通称怒部隊）が渥美半島地区の防衛に当たる

ことになり、 三ケ日の戦車旅団とともに、上

陸する連合軍を水際で迎え討つことになった

が、装備は貧弱で、実戦能力はしれていた。

昭和20年 6月18日の夜中、隣の浜松が空

襲を受けて燃え上がった。その 2時間後、四

日市が焼き払われた。「今度は豊橋の番だ！」

と思ったという 。実際に 19日夜半から 20日

明け方にかけ 136機のB29が豊橋を焼き尽く

した。そのあとも、各都市が次々に焼け野が

原になっていった。広島・長崎の原爆とソ連の
ぎょくおん

参戦、そ して 8月15日、昭和天皇の玉音放

送で戦争は終わりを告げた。谷川地区はいつ

もB29や艦載機の空路であったが幸い空襲

を免れたのである 。

戦没者の慰霊 海外引揚者は 600万人と

兵士たちの日常 も、訓練というより陣地の構 当時報道された。谷川にも

築に明け暮れた。雲谷の山地周辺には、防空 戦地から帰った復員者が大勢いた。この復員

壕や通信壕が今も多く残っている 。 者の会が各町で結成され、故郷に帰ることが

今も残る防空壕跡（立岩襄）

空襲警報発令

学校で授業中、空襲警報がよく鳴りました。
ふきんしん →おど

不謹慎だけれど、空製替報が鳴ると小躍りし

て喜びました。だって！即座に授業中断にな

って、つまらない授業を受けなくて良い し、

大急ぎで家に帰れるのです。家へ帰り着く頃

には空襲替報は解除になっていました。

終戦まで毎月下記のような警報が鳴った。

酵報 警戒蟹報空襲薯報

19年 12月 15回 12回 13回

20年 5月 25回 41回 4回

みたま

できなかった戦没者の御霊を、雲谷町は祖霊

社に、中原町は護国神社に、原町は祖霊社に
竺つ

それぞれ祀った。

雲谷町には鹿嶋神社の境内に、中原町は神

明社の境内に、原町も神明社の境内にそれぞ
こんりゅう

れ慰霊碑が建立されている。今も春の祈年祭

にあわせて、戦没者の御霊にお参りがなされ

ている 。

戦没者の慰霊碑



(5)戦後から現代へ

戦後の暮らし 終戦を告げる玉音放送で

と復興 戦後は始まった。食糀配給

は、麦 ・雑穀 ・さつま芋などが主で、主食や

生鮮食料品の入手は難しかった。また、海外

引揚者や復員軍人による人口増加も食糧不足

に拍車をかけた。 さらに戦災による工場破壊

が生産活動を低下させ、豊橋の工場操業率は、

空襲前の 6％にまで落ち込んだ。

このような、需要と供給のアンバランスか

ら悪性のインフレーションが発生し、価沿が

生ま れた。闇市価格は、 17年の統制価格と比

べると、砂糖が500倍、米が 120倍、石鹸が

100倍の値段で取引されていた。闇市とは別

に、谷川周辺の農家にもサツマイモ、米、麦、

などを求める買出し客があとを絶たなかった。

名古屋、大阪方面から、買出し客が殺到し、

1人10貫 (37.5kg) を越えるサツマイモの

リュックが新所原駅をうずめた。そして中小

企業の倒産、閉鎖が続出した。
ぼっ ばつ

昭和25年朝鮮戦争が勃発、国連軍部隊の

基地となった日本は軍需物資の特需に沸いた。

しかし26年6月休戦会談が開かれ、和平への

気運が高まると繊維相場は大暴落 した。もと

もと軍需工場への転換や空襲によって壊滅状

態に追い込まれていた豊橋の繊維産業は他の

産業に急速に変っていった。戦後復興の碁と

なった農地改革、豊川用水、工場誘致につい

ては次項（ 2．産業の移り変わり）に譲る 。

経済的な変化 農業の改革が進行して、

更に工場誘致が進み、専業

農家から兼業農家に変化してくると、収人が

安定し谷川の暮らしも良くなっていった。谷

川の一般家庭に最初にテレビが入ったのは昭

和34年だった。それまでは新所原の店舗で、

客集めの目的で店先に置いてあったテレビを、

多くの人と一緒にプロレスや野球中継を観て

第2章 歴史と生活

さえぎ

いた。当時は岩屋山で電波が遮ら れていた

ために、受信アンテナは浜松の方角を向いて

しヽた。

最初の乗用車は昭和35年に入った。

谷川に最初に人った道具 最初に入った年

オートバイ・カブ 昭和23~ 24年

石油コンロ 昭和24年

プロパンガス 昭和30年

（テレビ放送開始） 昭和29年

テレビ 昭和34年

乗用車 昭和35年

電気冷蔵庫 昭和35年

電気洗濯機 昭和35年

昭和39年谷川小学校調べ
ほうむ

そして先祖を葬るための土葬は、昭和51年

が最後だった。

経済的な理由と 、社交場の役割を持った共

同風呂が各村にあったが、各家庭にお風呂が

できても社交場としての共同風呂は続いた。

しかし昭和 50年に最後の共同風呂も閉鎖 し

た。

共同風呂の話

谷川の若い男が、県境を越えて若い娘と恋に

おちました。やがて 2人は結婚しました。

その夜、新妻は夫にこっそりと聞きま した。

「この村のお風呂はどんなお風呂ですか？」

夫はこっそりとつぶやき ました。

「お前の村と同じだよ。」

新妻はいそいそと共同風呂に出かけました。
の れん

女湯の暖簾をくぐり、顔を赤くしながら脱

衣場で裸になり、浴室に入りました。

湯煙の向こうに見えたのは、男湯の暖簾を

くぐって入った隣の家の旦那さんでした。

新妻は「きゃーっ！」と叫んで、家へ逃げ帰

りました。それ以来 奥様は「うちの旦那に

蝙された。」と、今でも言います。

23 
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2 産業の移り変わり

(1)農業の変遷

昔の農業 戦国時代が終わり、江戸時代

の平和が続くなかで、村々は発

展していったが、農業は米 ・麦を中心に、ひ

え・きび•あわなどの雑穀も生産され、大六
こえおけ たいひ びっちゅう くわ

車に肥桶や堆肥を積んで備中や鍬を使う肉

体労働であった。米麦の反当り収量も今より

少なく米で反当り 4~ 5俵であった。しかも
ねんぐふたん

その中には、重い年貢負担で疲れきった農村

の姿があった。凶作の年にも年貢は変らず、

未納の年貢米には利子がかけられた。さらに、
かんばつ

この時期には、凶作・疫病・旱魃などが多発し
ききん

た。特に天保の大飢饉は悲惨なものだった。

米を食べるのは極めてまれで、汁団子・麦・

ひえ大根の葉などが常食であった。「百姓は

生かさぬように、殺さぬように」という、江

戸幕府の方針が明治も続いた。

慶応の頃、石田孝三郎はみかんの木を買い

家の庭に植えた。これが谷川の土地柄にあい

見事なみかんが実った。明治 12年頃から 雲
さんろく

谷・中原の台地や山麓にみかん畑が広がった。

江戸末期に、夏目九郎八（雲谷）は、収入を

増やすため二毛作を始め、成績は良かった。

明治 17年(1884)石田勝五郎（中原）が二毛作

を始め、村人も裏作に慣れ、麦・菜種・ジャガ

イモ・えんどうの冬作を始めた。牛馬耕は明治

40年頃からひろまり、馬は牛に代っていった。

牛の鍬起こし作業（昭和 18年頃）

牛の操縦

「牛馬を自在に使いこなせれば一人前だ

ぞ」と先人に仕込まれた。牛の鼻環から胴

体の右横に施された手綱を引っ張れば右

折。チョウチョウと 言って、手綱で右胴を

はたけば左折。シッシッは進め。ボウボウ

は止まれ。後退はアトアト 。の 5つ位をマ

スターすれば、何とか操れた。

明治9年中原村に桑を植えた記録がある 。

明治の半ば“蚕都豊橋”として名をはせた頃

養蚕は谷川のほとんどの農家の勇要な収人源

であり、畑は一面の桑の木で埋まった。滋が

大きくなるにつれ家中蚕の飼育棚でいっばい

になり、寝る場所も隅に追いやられた。えさ

の桑を摘む仕事に子供も動員され、学校から

帰ると大きな桑摘篭を背負い、篭一杯摘んで

は、小遣銭を貰うのが唯一の楽しみだった。

明治12年、中原の山本仁八は、娘を浜名郡

岡崎村に派遣し製糸業を見習わせ、翌年家で

製糸業を始めた。以降谷川の各地で製糸業を

始める人が増えたが、ほとんど失敗した。

蚕を飼うには大きな家が要る 。養蚕が盛ん

になると家を改築する人が増えた。家は血向
ろくま

や六間もあり、 2階にも蚕を飼った。

牛と蚕を飼っていた頃の農家

太平洋戦争が始まる頃から生糸が売れなく

なり、食糧増産のために畑は桑から芋に代

わって質より 量をめざしていった。
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小作農から 明治以降、日本は急速 その後、市が「工場設置推奨条例」を制定

自作農へ に資本主義的発展を遂げ し工場適地を指定するなど、企業誘致の条件

たが、農業では旧態依然とした零細家族経営

が多く、農民は田畑の全部または 1部を借り

受けていた。昭和 21年(1945)2月第 1次農地

改革が、同年10月第 2次が施行され、次の 3

項目が決定した。

① 不在地主所有地の全部と在村不耕地主の

所有地の 1町歩を越える部分を政府が買い取

り小作者に安く売り渡すこと

② 買収売り渡しの計画は、公選の農業委員会

で作成すること

③ 残った貸付地の小作料は金納とし、最高小

作料率を決めること

解放した農地は農家総数の 75％の農家に売

り渡された。耕作民本位の農地制度が実現し、

農業生産力発展と農村民主化の端緒となった。

区画整備事業 昭和 3年(1928)初め、 川

合儀三郎、加藤藤作ら 7人

整備に乗り出した。のちに原町 ・中原町はエ
へんばう

場地帯に変貌する 。

当時の土地の値段

昭和35年、企業は坪750円で買い上げた。

牛馬から機械化移行の時期にも重なり、こぞ

って耕運機およびテレビと付属品を購入 した

ら、無 l文になってしまったという逸話もあ

る。 しかし 30年後の平成元年にはバブルの

影響もあって 100倍になった。

豊川用水 昭和 2年 (1927) 4月東三河

地元有力者の努力により、農林

省の「大規模農業水利調査計画」として初めて

取り上げられ、昭和 36年(1961)より 19年の

歳月を費やし、総工事費448億の巨費を投じ

完成した。
う よきょくせつ

紆余曲折を経た豊川 用水は、昭和43年

(1968) 4月に通水を開始した。温暖な気候と

を発起人として 62町歩の御料林（国有林）の 都市近郊地帯としての立地条件にも恵まれ、

払下げを受けた。翌 4年 (1936)開墾助成事 水不足に悩んできた人々に新しい農業への挑

業として工事に着手、同 13年 (1938)4月耕 戦と勇気を与えた。豊橋市における昭和 35

地整理事業に切り替えた。組合員は 129人に 年と 45年の農業粗収入を比較すると、米91%、

増え、地積56町 4反余の工事が開始された。 野菜242%、畜産311％と驚異的な伸び率を示

戦時中の資材不足を克服し、終戦までに、 している 。これらの増加は技術革新もあるが、

その大半を完了した。現在の日東電工・レン 豊川用水の効果といっても過言ではない。

ゴーの工場用地を中心とした一帯である。

以後の区画整備事業を各町別に列記する 。

匿昭和36-53年(1961-78)の事業

団体営圃場整備、他 計ll4.8ha

匝昭和33-39年(1958-64)の事業

アラタ、平山、中島地区、他 計l43.Oha 

厘団昭和 36～平成 4年(1961-92)の事業

塘上、塘下、東田、西ノ谷、他 計 l02.9ha 

この区画事業で殆どが 1区画 1,OOOm刊l反）

に整地され農作業も効率的になった。 豊川用水東部幹線
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地元農協の設立 二川農業協同組合（以

下農協という）の歴史は

明治40年に保証責任大岩信用購買組合が発

足したのが始まりであったが、この組合は10

年で解散した。その後、農協法公布とともに

昭和23年(1948)に、二川宿本陣跡を事務所と

して、二川町農協が発足し、同25年には中原

支所が開設された。同36年農協合併助成法が

施行され、同46年豊橋南部農協、平成 9年豊

橋農協となり、露地野菜を主体とした農業の

近代化を進めた。

産直プラザ 南部農協第 1事業所管

二川産直市 内（二川・細谷・小沢）の、

地元兼業農家対策として平成 4年(1992)、農

協二川支店内で会員を募集し“フレッシュ

100円市”が週 1回の開催でスタートした。

初年度販売額、751万円（会員 35人）であっ

た。平成10年(1998)度より年間売上高 6千万

円を超え、会員数も 80人となった。平成 15

年(2003)3月28日、現在の‘‘産直プラザニ川

産直市'’内に産直市コーナーとして入店した。

新規会員も募り 100人を越す規模となった。

現在は週 6日の開催となって売り上げも 1億

円をこえた。

産直プラザニ川産直市の賑わい

廉価と鮮度が人気を呼び、連日開店前に長

蛇の列ができている。県内外の農協関係者な

どが経営状況視察に多数来訪されており、今

後のさらなる発展が期待できる 。

(2)工業

企業の進出 昭和29年(1954)市は「東三

河工業整備特別地域」の指定

を受け、工場適地を指定する企業誘致条件整

備に努め、日東電工 ・レンゴーなどの進出に

より、中原町は25ha、原町は50ha余の丹精

込めて耕作し続けた農地を提供した。特に原

町は区画整理で耕作し易くなった 100ha余の

農地も半減した。

企業の進出によって住民の日常生活にも変

化の兆しが現れた。兼業農家が増加したため、

従来の農収のみで生計している農家は各町と

も5戸ほどになってしまった。 さらに朝夕の

通勤車の大渋滞と、日中の時間帯でも資材、

製品を満載した大型車が、地響きを立てて通

過するようになった。

朝の通勤時ラッシュ状況（原町地内）

地元との共生 谷川校区への進出企業は

地元に大変好意的で「交通

安全週間」に企業ぐるみで全面協力してくれ

たり、町役員の工場見学や、毎年の事業所祭

の住民参加などもある 。

地元民の雇用が減少し、代わりに派遣社員

が増えているが、地元民の雇用をおおいに期

待する 。進出企業が増え、農地や林野の減少

が顕著である 。土地を大切にし、有効に活用

されることを希望する 。
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(3)商業 ・交通機関

二川バイパス 昔の旧街道は、常時車の

往来で渋滞したが、 二川バ

イパス開通後交通事情は緩和された。 しかし

近年、湖西市側の主要南部幹線道路と、県道

中原・東細谷線が、日東電工北角でつながり、

県境を越える車両通行が増えたため、また渋

滞が頻繁に起るようになった。しかも半数以

上は、隣県浜松ナンバーである 。

企業誘致のピーク時ごろまではすべての地

域で道路整備が隣県より優れていたのが、近

年随所に逆転現象が見られる。静岡県は東が

神奈川、北は山梨・長野、西は愛知に接して

いる地形のため、特に東西両県境自治体には

県境対策費として特別予算計上を図り、これ

に甚づいて整備が急ピッチで実施されている。

二川バイパス中原歩道橋上より

県境方面を望む

バイパス沿線にはさまざまな店舗が営業し

ていて、その全てに隣県ナンバーの客が多い。

谷川・ ニ川を始め、東三河と湖西市は完全に

同一経済圏のようになってきた。そのほか、

主要交通機関では校区南側が国道 1号線に接

し、中央部の中原町にはJR東海道線が走り、

鉄道の思い出 昭和11年 (1936)から半

世紀間、地道に活躍したニ

俣線（初期は三ケ日線）が谷川を通っていた。

二俣線は戦時中に東海道線の鉄橋への爆撃を
うか＼ヽろ

想定し迂回路として敷設された路線である 。

豊橋・三ケ日間の 23.1kmを運行、 51年の歴史

を歩んできた。当時は 2両連結の蒸気機関車

(S L) C 58を運行。真っ黒い煙を吐き、 3

軸の大車輪を回転しながら走る勇姿は、 20年

後の現在でも鮮明な記憶として残っている 。

39年(1964)10月登場の丸い鼻立ち「O型新

幹線」と SLとが並行して走り、新旧の時代対

比が、大変印象的であった。62年(1987)3月、

二俣線の名称は、天竜浜名湖鉄道に改称され、

新所原駅を起点として掛川駅間のディーゼル

客車のみの運行となった。

その中間に新幹線が通っている交通機関に恵 上新所原 ・ニ川間を走る SL

まれている地帯でもある 。 中 SLと同じ線路を走る「つばめ」

下 東海道線の南側を走る新幹線
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3 校区の活動

( 1 ) 安心 • 安全な町づくり

子供を 最近、テレビ新聞紙上で

守る運動 子供の事件・事故が、毎日の
おびや

ように報道されており、子供の安全が脅かさ

れている 。この谷川は、昔から平穏な地区と

して暮らしてきたが、最近ではそういってお

られなくなってきた。子供達は地域の宝であ

り、校区民で子供を守るという強い認識が求

められる 。

二川中学校区には総代会が中核とな ってい

る健全育成会の下部組織として「二川子供を

護る会（以下護る会）」がある 。谷川校区の青少

年健全育成会は、この護る会と連携して活動

している 。「地域全体で子供を守る」を合言槃

に、 他人の子供にも関心を持ち、危険と感じ

たら、全校区民で温かい救いの手を差 し延べ

る運動を行っている。

谷川は、普門寺を訪れる客、湖西連峰への

ウォーキング客、地域外の人の通勤通過車両

が多い。このためどんな人がこの校区を訪れ

ているか知っておく必要がある 。犯罪を犯す

人は顔を見られることを嫌がると思われる 。

そこで谷川校区では、地域内を通る車を見か
えしゃく

けたら、運転席を見て軽く会釈し、世間の人

に挨拶をする運動を不審者対策として行って

しヽる 。

お年寄りと孫との交流の場を通じて、健全

育成、安全指導などを行うため、夏場の期間、

休日に公民館を開放して、子供やお年寄りが

集まってお話し合いをする 。また小学校の体

育館で民芸教室(3章で説明）も行っている 。

子供が危険を感じたら、すぐに逃込めるため

の子供 11 0 番の家の設置、 町役員 •PTA

各種団体のパトロールと連絡会の場を設け、

校区内での事件 ・事故のゼロを目指し具体的

な対策案のもとに行動している 。

通学時の 谷川校区は県境にあり

安全対策 豊橋と湖西•浜松などを往

来する車両が多い。県境をまたぐ通勤車両が

バイパスの渋滞を避け、迂回路として通学路

を通る 。下校時間帯にも資材を工場に運ぶ大

型車両が道路一杯に幹線道路を通過する。

この地区には田畑や工場が多いため生徒数

の割には面積が広く、 小学校及び中学校への

通学は比較的遠い。通学路の整備を関係先に

お願いしても、辺境と児童生徒数が少ないた

め、 費用対効果を楯に、なかなか進まない。

他の校区には無い頭の痛い問題だ。このため

登下校時の交通事故、不審者の事件を防止す

るよう、校区をあげて努力している 。

登下校時間帯に合わせたウォーキングや犬

の散歩、買い物や用事で外出時、農作業など

の仕事の時も遠くからでも子供の様子を見守

り、声をかけるようにしている 。また、 主要

通学路での交通安全旗の旗立て、交通整理と

指導、シー トベル トの着用指導を付近の住民、

各種団体、町役員などで定期的に行っている。

地域ぐるみの安全対策実施状況



(2)清潔な町づくり

落とすな 『ゴミを捨てる人はゴミが

拾え運動 見えない」という 。犯罪者は、

汚れた町や、管理されていない町を狙って入

り込んでくると思われる 。

この地区には多くの企業の進出があり、こ

の企業に勤める人達の通勤車両や、豊橋方面

中心部から湖西方面に勤める人の通過車両が

バイパスの混雑を避け、出勤時間に遅刻しな

いように校区内を猛スピードで駆け抜けなが

ら、 一部の人がゴミを運転席の窓から放り投

げていく 。また、工場に勤めていた労働者が

引越しをする時、大量の家財道具 ・タイヤな

第2章歴史と生活

くなり交通事故の防止にも成果をあげている

A 

樹木の剪定奉仕活動

どを周辺の山に不法投菓していくことがある。 更生保護女性会では、立岩公園の花の植え

捨てられたタイヤ

谷川校区では、“ゴミを落とさない、ゴミを

見たら拾う”を合言薬に、犯罪者が入り込み

にくい町にするため、町民全員で住みよい町

づくりに取り組んでいる 。

奉仕活動の 校区内では、各種団体が

広がり 奉仕作業を行っている 。

立岩会（老人会）では現在町内にある 6ヶ所の

公園、緑地帯の草取りや樹木の剪定を年 3回

の割合で作業を行っている 。これにより季節

ごとの花の観賞ができ、主要道の見通 しも良

付けから管理までを精力的に奉仕している。

お陰で公園に遊びに来られる人や通行者から

“綺麗だ、心が和む”という声が多い。好美

会（有志の集まり）他、ボ ランティアグループ

による雲谷町、中原町、原町の各神社で月 2

回程度の境内の草取りや清掃をしている 。町

民はすがすがしい気持ちで参拝できることに

感謝している。今後ボランティア活動がさら

に広がっていく校区にしていきたい。

神社の清掃活動
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(3)防火 ・防災への対応

消防団 消防団は自らの手で災害

検討委員会 から郷土を守ろうと、住民

有志により組織化されているが、近年の都市

化現象に伴い、住民の連帯意識の希薄化と若

年層の減少化など大きな変化がおきている 。

この校区でも例外ではなく、自営業者の減少

就業先の遠距離化、校区民の消防団に対する

認識不足問題も深刻となっており、団員の確

保問題に毎年のように非常に苦労してきてい

る。このような状況を脱却するため、 2年間

かけて校区で検討した結果、常設消防の近代

化や防火設備の充実を考慮し、現在 l分団 3

部制 (34名）を、 1分団 1部制 (17名）に移

行することにより、新しい時代に即応した精

鋭の消防団を実現し、団員の確保の問題も含

め解決していくことに した。
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初期消火訓練

防災マップ 発生が懸念されている東

の作成 海地震に対し、被害の軽減

を図るため被害予測に沿った準備態勢づくり

をしておくことが重要である。一人ひとりの

防災意識の向上、地域全体の防災体制の強化

が必要である。さいわいなことに、この地域

内では津波の心配はなく、地盤の液状化も低

い予想なので身近でできることから地域防災

地図つくりをしていく計画である。

(1)避難場所

(2)高齢者世帯・独居世帯

(3) 出水・地滑り危険箇所

(4) 地域内の危険と思われるブロック塀

(5)停電時汲み上げ可能な井戸

(6)不審者が出そうな場所

(7) 交通上危険な場所

自主防災会 谷川校区は後ろに山を背負 などを調査してマップ化する。校区内の現状

い、 川があり多くの工場があ を把握しながら具体的な対応策を考えてい

る。消防団を縮小すると、災害発生時の住民 る。

の不安がつのる。そこで各町の自主防災会（自

契団）を組織化し、住民参加の地域防災体制

に取り組んでいる。将来には、さらに防災に

対する意欲を高め知識を習得し、校区にみあ

った中身のある活動部隊として強化し 「災害

に強い人づくり、町づくり 』を目指していく 。
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第3章 教育と文化

1 教育のあゆみ

(1)学制以前の教育

藩校と寺子屋 江戸時代における吉田藩

の教育は、武士は藩校、庶

民は寺子屋において行われた。藩士の子弟の

うち、男子はすべて藩校であった時習館に入

って武士としての教育を受けた。年齢 8歳か

ら18歳までの男子が漢学・算術・筆道・洋

学 ・普通学の 5科目の外に、弓 ・剣・柔等の

武芸を加え、文武両道を教授させた。ところ

が、藩士の子弟でも女子は藩校に入ることが

許されなかったので、各自の意志に従い、教

養ある藩士の妻女から教えを受けていた。学

習内容は読書・手習・裁縫である。

一方、庶民の子弟は寺子屋で教育を受けた。

寺子屋とは、庶民の子弟の教育をする場所を

総称したものである。ここでは、教育者を師

匠、通う子供は筆子と呼ばれていた。師匠に

なるには資格は不要であったが、職業を分類

すると僧侶が約 5割で、次は神官、庄屋、医

師などであった。学科は、読・書 ・算が主な

ものだった。明治初年における寺子屋の数は、

豊橋地方で 150から 200程度あり、谷川で

3ヶ所、 二川大岩で 10ヶ所ほどであった。

谷川の寺子屋 谷川の寺子屋は、普門寺

（雲谷）、原中寺（中原）、

龍守庵（原）の 3ヶ所にあった。寺子屋に入

る年齢は 7歳から 8歳ぐらいだったが、就学

率は低かった。特に、女子の場合は極端に低

かったという 。科目は、普通に読み、書き、

ソロバンといわれるが、習字が主だったよう

だ。

普門寺では、鐘楼門をくぐった左側の建屋

で勉強した。古老が若かった頃には、寺子屋

で使った机が残っていたという 。原中寺では
くり

庫裡で勉強していたといわれる。この原中寺

には明治 6年二川義校分教場がおかれ、同

23年まで谷川小学校がおかれていた。龍守

庵は文久年間 (1861-63) に創設され、同 6

年頃の住職は機外短道和尚と記録にある。明

治 5年の学制発布、 6年の寺子屋廃止の通達

により、寺子屋はすべて廃業している。

普門寺の寺子屋に使われていた建屋

(2)谷川分教場の時代

義校と郷学校 明治 5年 (1872) 7月近

代学校制度についての法令

（学制）が発布された。これは明治政府が

教育制度の甚本理念を示したものである 。

国民たるものはふるって学校に通い勉学し
むら

「邑に不学の戸なく、家に不学の人なき」

を理念とした。しかし、校舎はなく教師は

不足し学校を運営する費用もほとんどな

かった。
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そこで、 学制公布後に民間有志の協力を得

て設立された地域共同体の初等学校である郷

学校と義校が広く 普及した。郷学校も義校も

来るべき小学校の準備段階として公認の学校

であり、 寺子屋教育から一歩前進した学校で

あった。明治 5年 (1872)11月には、郷学

校が廃止され 1村に 1つの義校が設立 されて

いった。寺子屋時代を思うとかなり近代化さ

れた教科内容であ った。そして、同 6年 5月

以降は小学校へと改称されていく 。二川地区

の義校は次の 2校である。

二川義校 ：二川、大岩、 雲谷、中原、原村

小島義校：小島、小松原、 寺沢、上・下細谷村

二川義校分教場 谷川小学校の沿革史に

の設立 は明治6年 (1873) 9月

二川義校分教場として設立とある。当時の谷

川は140戸の純農村であ った。同7年 8月、従

来の寺子屋を廃止、 二川と連合して 1校を発

足し寛明学校ができた。同8年の同校の谷川

分校は原中 寺 にあ って、児童数は 45人、

（男 37人、女 8人 ・不就学児童数は男 10人、

女 38人）であ った。

同9年 (1876)谷川村史によると、 学校名

称は第 10中学第 8番小学寛明学校分校で仮

校舎は村の東の方にあり、教員 1名 ・児童数

40人（男 34人 ・女 6人）とある。明治 7年

国からの扶助金として金 75円を受け取り、

うち 26円を中原の分校へ渡したとある。谷

第
十
中
学
区
内

第
八
番
小
学
寛
明
学
校
分
校

川は分校であ ったから、扶助

金も一括して本校の大岩寺に

届き、そこから分校分を回し

たと思われる。原中寺の学校

正面には校名の入った大きな

表札が掲げられた。

大きさは縦 5尺 (1.5m)

横 l尺 l寸 (33cm)。

学制による学区

第 2大学区 中部 8県

第 10中学区 愛知県

第 8番小学 （寛明学校）大岩学校

所在地 渥美郡大岩村大岩寺

通学区 大岩村、 二川村、大脇新田

（谷川分校） 雲谷村、中原村、原村

創立 明治 6年 (1873)10月

分校の教師は原中寺の住職が就任したと思

われる。当時の教員は信望のある人を村で推

薦 し、世話方が実権を握っていた。子供たち

は着物にへこ帯、 草履を履き風呂敷包みを抱

えて登校した。まだ祖父の中にはチョンマゲ

の人もいた頃である。決まった教科書もなく 、

寺子屋時代と大差はなかった。

雲谷村の子、中原村の子、原村の子、お互い

親しくなったり喧嘩などもしたりした。

初期の頃は就学する子供も少なく、女子は

特に少なかった。また、児童は毎日出席する

とは限らなかった。就学率の低かった理由と

して次のことがいえる 。

親の教育観＝子供を学校へ行かすよりも

家業の手伝いをさせたい

女子に学問は不要である

家庭の貧困＝生活が苦しく 子供も労働力

の一員である

学区取締や小学世話方は、不就学者の家庭を

回って就学督促を図った。遊んでいる子供は

急いで家の中に隠れる者もいた。

明治9年頃、 二川学校と大岩学校は分離し、

二川学校は妙泉寺に、大岩学校は大岩寺に移

転したが、谷川学校は引き続いて原中寺にあ

った。この年、 雲谷村、中原村、原村は合併

して谷川村となる。
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明治 11年 (1878) 3月、学区改正に より、

第 2大学区第 10中学区第 23番小学谷川学校

と校名を変更、ここにおいて谷川学校は谷川

村立の学校として県知事の許可を受けた。同

12年児童の通学苦の解消のため、原村に分

校を置いた（龍守庵本堂、同 14年ニツ堂に

移築）。この年学制は廃止され、代わって教

育令が公布された。画期的といわれた学制も

同 5年以来、足かけ 7年間で終止符が打たれ

た。その理由として…

学制時代を通じて就学率が低かった

女子の就学率は極端に低い

校舎の大部分は依然として寺院や民家の

借用がほとんどだった

教師の大部分も 寺子屋の師匠であ った人

で、近代的教授法を身に付けていなくて

従来の教授法と大差がなかった

校区民は、借家住まいから独立校舎を建てる
たのも しこう

目的で、学校建設資金の頼母子講をつくり、

衣食住を切り詰めて、日掛けで完納するため

に努力した。

じんじょう

(3)谷川村立谷川尋常小学校

初めての独立校舎 明治 19年 (1886)

小学校令が交付され、

教科書も検定制となり、同 36年には国定と

なる 。学制以来、 学校は原中寺にあ った。寺

院内では暗く、また生徒数が増え教室も狭く

なり教育効果は上がらなかった。こうしたこ

とから校区の人々の努力により中原の東荒神

に校地を決定し、同 23年 (1890)待望の新

校舎ができ移転した。その当時のエ期、工事

費などは不明である。その建物は同 27年

(1894) に現谷川小学校の場所へ移築され、

昭和 35年 (1960) まで存続した。
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明治 23年の谷川校舎図（約 92mり

すでに二川校は同 12年に、大岩校は同 15

年に独立校舎に移っているので谷川校の同

23年は早い方ではなかった。新校舎の建築

には国も県も援助している。同 23年

(1890) 10月新小学校令が制定され、この月
ちょ< -

教育勅語が発布されて、国民教育の碁本理念

が示めされた。
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教育政策や教育行政も、この勅語を基本と

して展開され実施されることになった。本校
かし

への下賜は翌 24年で新校舎へ移って 2年目
とうほん

で、県知事から謄本が配られ細かい心得や
ほうどく

奉読法が示さ れた。
ごしんえい

谷川小学校への御真影の下賜は大正 8年

(1933)であ った。これ以後は御真影を守る

ことは校長の第一の責務となった。そのため

校長の住宅が学校に隣接する所に設けられ、

家族と共にこの住宅で生活し非常事態に素早

く対応できるようにしていた。

や

夏目禰太郎 明治 22年 (1889)谷川村、

の活躍 二川村、大岩村の 3村は合併

し大川村となる。校名は渥美郡大川村立谷川

尋常小学校で、こ れまでの二川小学校から独

立した学校となった。しかし校長はいなく 主

任を置いた。

記録に残る主任は夏目弾太郎で、この頃の

児童数は同 25年 (1892)81名、同 26年90

名であった。この児童数ならば教師は 2~ 3 

人いたと思われる。

谷川尋常小学校校長 夏目禰太郎

弾太郎は明治元年 (1868)、弾五郎の長男

として雲谷村で出生した。原中寺の小学校を

出て農業を手伝っていたが、学問で身を立て

る決心をたて、当時この地方では最高の学校

である細谷小学校高等科 3級を卒業したのが

18歳の時である。20歳の時、渥美郡堀切小

学校の授業生心得となる。（月給 2円50銭、

当時米 l俵 2円ぐらい） 当時の教員の区別は

ー等訓導、権訓導、授業生、授業生補（心

得？）となっていたようだ。

21歳で上京（まだ豊橋駅はなかった）、苦

学 して教員養成所を卒業 した。23歳の時、

東京の錦華小学校訓導となったが、 25歳の

時、郷里の人々に懇願され谷川尋常小学校に

奉職する 。赴任した時は、初期校舎のできた

直後であった。同33年 8月、改正小学校令

が公布された。これは日清戦争後の国民の自
ふ こくきょうへし 、

覚向上、日本の産業革命、富国強兵策の推

進、就学率の向上などが背景となっていた。

本校には創立から明治 32年までは校長は

置けなかった。これは当校に限らず、この程

度の学校はどこも同様であった。学制の頃の

教員は身分が低く、村の雇い人であった。こ

れが次第に任免権が県へ移っていった。その

頃の学校管理の実権は戸長や世話方にあった。

やがて校長が置かれるようになり、管理の責

任者となっていく 。

谷川尋常小学校の初代校長は、これまで主

任であった夏目禰太郎である。彼は同 25年

(1892)以来勤務していたが、長期講習生と

して名古屋の師範学校に学んだ。それは当時

の教員免許状が府県ごとであり、東京の教員

免許状が愛知県では適用されなかったためで

あるという 。明治 31年 3月首席で卒業 し、

校長の辞令を受けたのは同 33年 9月で 33歳

秋のことであった。
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彼は教育を至上の使命として日曜日でも弁

当持参で登校し、夜は青年の教育にもあたっ

た。教授法は最新式の討議法を加味した。私

宅においては、 雲谷地区の青年有志数人で夜

学会を開いて学力の補充、風俗の矯正、農蚕

業の改良など勤勉、勤労の貴さについて共に

考え学んだ。その頃は校区内で新聞を読む家

庭はごく少なかった。そこで校区内に新聞閲

覧所を設けて新しい知識の導入をもはかった。

春夏に敬老会を催して村や校区に尽くして

くれた先輩の老人たちに感謝する気風をも大

切にした。田畑の作物の改良、植林、講演な

ど目覚しいものがあった。

弾太郎の性格は厳格で短気であったが、礼

儀正しく目下のものを呼ぶにも「00さん」

と呼び、教え子が訪れると大喜びで食事を共

にして語り合うこともしばしばあった。植物

採集も楽しみのひとつで、草花や道端の雑草

を見るにも気を配って見ていた。

二川町立東部 明治 39年 (1906) 7月

尋常小学校 谷川村・大川町 ・細谷村・

小沢村は合併して二川町となった。同40年

2月28日谷川村立尋常小学校は自然廃校、

翌 3月1日から、 二川町立東部尋常小学校と

なる。校長は引き続き夏目禰太郎であった。

教科には明治39年唱歌、同 40年に裁縫が加

わった。この東部という校名は昭和 30年 3

月1日、豊橋市へ大合併するまで 50年間続

く懐かしい名称となる 。

明治40年小学校令が改正され、義務教育

は6年に延長された。日露戦争の直後で軍備
あふ

拡張が国内に溢れていて学校教育も軍事的

色彩が強められていった 。歩兵 18連隊
れんぺいじょう

練兵場で小学校の連合運動会を開いたり、
せんしょう

戦捷祝賀会に参列したり、校庭に日露戦争

記念樹を植えたのもこの年であった。

現
谷
川
小
学
校
正
門
内
の
戦
捷
記
念
樹

夏目禰太郎は校長として引き続き大正 5年

(1916) 3月まで勤務、通算 25年となる。大

正の教育は明治の画一主義に対し、個別主義、

分団学習という新しい考え方が主流であった。

作文教育も児童中心に読み書きをさせるよう

になった。

この時代の本校の主な出来事は、次のよう

なことである 。大正 3年に校庭上空を初めて

飛行機が飛んだ。これは陸軍機で所沢発、大

阪方面行きの 2機であった。児童も教師も手

を振り、躍り上がって万歳を絶叫 した。同7

年、高等科が置かれ、校名は渥美郡二川町立

東部尋常高等小学校となった。尋常科は 3学

級で複式授業だった。即ち 1.2年で 1学級、

3.4年で 1学級、 5.6年で 1学級だった。高

等科も l学級で合計 4学級となった。別に実

業補修学校も併設され、専任の教師も置かれ

た。開校式は 10月で、学習期間は男子は夜

間が中心で就学年限は 5~8年だった。同8

年、本校にも御真影下賜、校長は郡長ととも

に県庁にて受領し、汽車で二川駅へ、さらに

人力車で谷川校区へ向かった。奉迎のため児

童は立岩稲荷前に整列、御真影を警護 して学

校へ安着、裏校舎の奉安室へ安置された。こ

の日、見渡すかぎり黄金の稲穂が重くたれて

いた。翌日、御真影拝賀式が行われた。
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昭和 3年 (1928)初代校長夏目］爾太郎氏が

永眠され、校区民、卒業生は別れを惜しんだ。

この年、御真影を安置する奉安庫が 11月に

完成した。以後は三大節（紀元節、天長節、

明治節）には御真影を掲げ、教育勅語奉読、

学校長の訓話が毎年行われた。

大正 13年 (1924)、北校舎の一部を改造し

て家庭科室にあてた。この頃まで夜の照明は

ローソクやランプが主に使用されていたが、

道端に電柱が建てられ電線が張られ家庭に電

灯が普及し、初めて夜もこの明かりで勉強で

きるようになった。 5月27日、海軍記念日

に春の運動会が催されるようになった。

同 15年 (1926)12月、全国民が天皇陛下
へいゆ

のご病気平癒の祈願をしたが、 12月 25日

蔽紬されて大正時代の幕を閉じた。

(4)二川東部国民学校の時代

昭和初期の谷川 昭和初年は世界的な経
きょうこう

済恐慌が襲ってきた。

銀行の取引停止で谷川の人びとも大きな打岐

を受けた。この地方の農家の主要な収入源で

ある繭価も 1貫（3.75kg) 1円代にまで下

がった。（以前は 5円ほど）工場の人員整理、

ルンペン（ドイツ語で「ボロ」の意、ホーム

レス）の増加は学校にまでも一夜の宿を求め

てやってきた。社会不安は増加し大陸での開

拓事業、農村の自立更生が叫ばれた。

学校教育もこれまでの自由主義教育は反省

され、代わって郷土教育や労作教育などが新
こうこく しかん

たに登場した。歴史教育では皇国史観の教育

となり神話の重視、忠臣の登場となった。修

身科の忠孝思想とともに国体の尊厳、愛国心

などが強調された。
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二宮金次郎の石像（昭和 7年建立）

昭和 6年 (1932)の満州事変から同 12年

(1937) 日華事変へと戦時色が濃くなった。
しつじつごうけん

この思想は学校教育にも影響して、質実剛健、

義属箪蕊、箪欠籐藉、戦地を思えの教育が随
rじ

所に滲みでた。

国民精神総動員 昭和 12年 9月の統制

経済、国民精神総動員運

動によって戦時体制はますます固められ、
こうあほうこう はっ こういちう きょこくいっち けん

「興亜奉公日」「八紘一宇」「挙国一致」「堅

忍彰戻」「欲しがりません勝までは」「械沢は

敵だ」といったスローガンが随所に見られ

た。日中戦争の拡大とともに戦時色が濃くな

り、戦時体制の根幹がつくられた。物資動員

計画は軍需、官需を最優先とし、民需は必要

最低限に切り詰められた。

谷川の教育も、勤労報国、資源愛護が強調

された国の方針に沿って展開されていった。
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健康優良児の思い出

昭和の初期、富国強兵の教育方針に碁づ

いて青少年の体育向上に、国は大いにカ

を入れた時代でした。小学生の健康優良

児表彰が行われたのも、その方策の一つ

と思われます。私は幸いにして大きくて

健康でしたので渥美郡 1位に選ばれまし

た。当時体カテスト並みの検査があった

ことを覚えています。私の 2歳年上の姉

ちゑ子は愛知県 1位の健康優良児でした。

私の時からこの表彰制度も各郡市単位に

移り、県としての表彰はなくなりました。

一

石
田
俊
一

一
等
賞
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ー
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昭和 16年卒業生 石田俊一郎

転出入内訳

昭和 転入 転出 主な転入先

18 3 1 市内 26 

19 17 6 静岡県 16 

20 58 28 名古屋 16 

21 10 11 東京 8 

22 1 4 朝鮮 4 

23 1 5 埼玉 4 

24 1 

゜
大阪 2 

計 91 55 

国民学校最後の卒業生

国民学校卒業は敗戦色の濃くなった昭

和20年 3月であった。高等科時代は勉
ちゅうとん

強するにも教室には軍隊が駐屯している

ので場所もなく、毎日食糧の増産作業や

出征家庭への援農作業にあけくれていた。

同級生の中には女子挺身隊として軍需工

場で空襲の犠牲になった人もいた。

27人の卒業生は、進学する者、食糧増

産に励む者、軍需工場で働く者など、戦

況に脅えながらの卒業だった。

昭和 20年 3月卒業生 朝倉佐一
二川町立東部 昭和 16年 4月から長

国民学校 年親 しまれてきた小学校

の名を捨て国民学校と変わった。国民学校は

皇国民を練成する道場と化した。その年 12
ぼっばつ

月8日太平洋戦争が勃発 した。
なぎなた

戦時中は体操も軍隊式となり剣道や薙刀が

取り入られ、 学芸会にも時局が反映した。緊

迫した戦局、空襲の被害を軽減するため、小
そかい

学校 3年から 6年までの学童を疎開させるよ

うにな った。10歳になるかならない児童が

涙をこらえて親元を離れ生活をするのである。

谷川地区では親戚を頼ってきた疎開者が殆ど

で、終戦当時には児童数 298人と最多であっ

た。

サイパン島陥落（昭和 19年）以来空襲も

激しくなり、学校にも軍隊が駐屯 し教室を提

供した。この他神社、寺、公民館も宿営場所

になった。校庭は空襲を避けるため、たこっ

ぼや防空壕が掘られて混乱していた。学校で

は爆風からガラスを守るため、紙を貼ったり、
しょういだん

焼夷弾が天井に落ちた場合素早く取り出すた

めに穴をあけたりした。防空避難訓練も繰り

返され、重要書類はいつでも搬出できるよう

に用意された。夜中でも空襲碧報が発令され

ると職員は駆けつけて警備についた。児童は

食糧増産のために学校農場や出征家庭の手伝

いに動員 された。
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農繁休暇
もっぱ

戦時中は学童も銃後にあって専ら、食

糧増産のために出来る限りの手伝いをし

た。春と秋の農繁期に農繁休暇があった。

麦刈り、浮挿し、田植えなど春の多忙時

に各々自宅もしくは出征家庭への援農作

業、女子においては幼い子供の守り、家

事の手伝いをしてきた。また農繁期には

託児所なども設けられ、共同炊事も行わ

れ非農家の女性も手伝った。

秋の取り入れの頃には、稲束を結束す

る「すがい」をなうために、学校の校庭
わら す

で高学年の児童は藁で手を擦り減らして

作る情景がみられた。でき上がったもの

は人手の足りない農家や出征留守の家庭

に配られて食糧増産の陰の力となって頑

張ってきた。

(5)戦後の民主教育

終戦直後 昭和 20年 (1945) 8月15日

この日も非常に暑かった。昼食
ぎょくおん

に我が家に帰った住民は、意外な玉音放送

に耳を疑った。その頃のラジオは古く、雑音

も多くて、はっきり聞き取れなかった。聞い

た人達の受け取り方もまちまちで「日本が負

けただ」「いや勝っただ」といい張ってい

た。 しかし、時間が経つにつれて真相もわ

かってきた。

9月の新学期からの教育に教師たちは目標

を失っていた。連合軍からの指令で教科書の

一部または全頁を削除するよう通達があり、

いわゆる黒塗り教科書の使用が始まった。

食糧事情は最悪で児童も午後は防空壕の穴埋

めや、秋の蒔き付けにと食糧増産のために少

しの土地でも耕して作付けをした。

昭和 21年正月、人間天皇の宣言があった。

昭和 3年以来の奉安庫も姿を消した。蒼贔

蘊藉、天皇陛下万歳は取りやめ、体操も軍国

調を一掃した。「集まれ」「右へならえ」の

号令も禁止された。石炭、電力の不足、ロー

ソク暮らしの夜が多く、勉強に励む子はほと

んどいなかった。谷川は高等科がなくなり 6

学級となる。同23年にはPTAが発足して

初代会長に河合隆次が就任した。

二川中学の創設 愛知県の六三制の基本

方針に沿って、谷川、 ニ

川、大岩の代表が会合を重ねて、ともかく谷

川校区と二川校区で 1中学を設立することに

決定した。昭和 22年 (1947) 4月18日より

県下一斉の開校に揃えて、渥美郡二川町立二

川中学校として創設された。当時は中学校と

は名ばかりで、 二川小学校の教室を午後借り

たお粗末な授業だった。職員室は二川町役場

の 2階が当てられ、職員の出勤も午前 11時

頃という中途半端なものであった。教員も国

民学校からの異動が大半で、新規採用が 2

割、青年学校より 2割、旧制中学からも集め

られた。教科書もなく先生たちは教材作りに

あれこれ研究して授業をおこな った。

学校建設には校区民も道具 ・弁当持参で勤

労奉仕で協力し、生徒も軽作業の手伝いのた

め動員された。建設への意欲と情熱はすこぶ

る高く、来るべき自分たちの学び舎を作るた

めに不平も言わずに頑張った。

「六三制野球ばかりが強くなり」など

といわれた。

建設当時の木造校舎



二川中学第 1期生の思い出

昭和 22年二川中学校が創立さ れた。

小学校の間借り授業からの開放を願って

生徒達も校舎新設のために作業を真剣に

手伝った。教科内容に社会科、家庭科な

どが加わった。この頃は食料不足で、 家

庭では育ち盛りの子供の食べる物の確保

にいろいろと苦労された。
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””7四
第 1回（昭和 23年 3月）卒業生夏目 桂

東部小学校から 「個人を尊重 し、 真理

谷川小学校へ と平和を希求する」新

教育が始まった。社会科が発足しローマ字学

習が盛んとなり、男子の家庭科も始まった。

昭和 24年 (1949)運動場を 878坪 (2,897mり

拡張し、校門も移転した。文部省の勧めで―

川町よりの助成金 5万円で学校林が雲谷町地

内に開設された。面積 l町4反3畝 (14,300mり

学校林を示す石柱

で、同25年 3月植林

（松苗3,560本、桧苗

670本）し、以後補

植間伐を PTA活動

として実施した。

第3章教育と文化

当時は便所の汲み取りも肥料不足のおりで

大切な資源として入札が行われ年間 1,610円

で落札、現在では考えられないことである。

児童の中にはシラミがいる者もいたのでDD

T粉剤によるシラミ駆除も行われた。この頃、

校歌の募集が行われ数多くの応募があったが、
みすえ

本校佐原深末教諭の作品が選ばれ、学芸会の

席上で発表が行われた。

昭和 30年 3月、近隣の町村は豊橋市に合併

して、校名も豊橋市立谷川小学校となった。

校区内の有志によって各種の遊具の寄付など

があり次第に充実した。

卒業生などか

ら天文台、プラ
昭

ネタリウム、グ租

十 ランドピアノ‘
年
か ミュージックチ
ら
の ャイム、その外

覧 の寄贈があった。

同44年には運

動場の拡張や、待望のプールが校区民や校区

内企業の尊い寄付協力によ って完成した。

谷川小学校は「人間性豊かな谷川の子」を

教育目標として心と体を鍛えて、自分で考え

て勉強し、自然を愛し、自然から学ぶ子に育

てていくように努めている。本校の特色とし

て、地域の特性を生かした環境教育は市内外

で高く評価されている。また伝統ある民芸教

室では、自然の素材を利用して遊ぶ道具作り、

昔の遊びなど豊かな体験をするため、校区の

人々から熱心な指導を受けている。

二川中学校の 昭和 23年 9月に待望の

発展と充実 新校舎ができあがった。運

動場も整備されて運動部の活動も活発になり、

テニス、野球、バレーボールなど盛んで選手

育成に情熱が注がれ高校、実業団の名選手も

育てられた。本校の校舎も昭和 43年 (1963)
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頃より順次取り壊されて、鉄筋 2階建の校舎

や体育館もできあがり、生徒達が意欲的に勉

強できる環境が整ってきた。

平成 13年から 3年間、市教育委員会から

「生徒指導」、同時に文部科学省から「地域ぐ

るみの学校安全教育モデル推進事業」の研究

委託を受けた。この研究で多大な成果をあげ、

県内外から格別な評価を受けた。また平成

16年には、健全育成会の活動に対して、愛

知県知事及び豊橋市長から表彰を受けた。

谷川音頭 谷川校区には昭和の初期から

唄い継がれている谷川音頭と梅

鉢行進曲がある。作詞者作曲者は不明だが谷

川校区 3町の特色をよく表して軽快なリズム

で表現され、校区民にもよく馴染まれいろい

ろな行事にとりいれられている。小学校の運

動会には児童を始め来賓、職員、 PTAなど

で楽しく踊る。

1．雲谷普門寺 ハヨイヨイヨイ

名だたる勝地 サットオイデ

歴史訪う人 国宝見いやれ

山は紅葉の錦に着替え ヨイジャナイカ

姿写した鏡岩 ソレヨイヨイ

谷川よいむらよ

2.春は桜の ハヨイヨイヨイ

立岩稲荷 サットオイデ

色もほんのり かすみの中に

赤い鳥居にえにしをまかせヨイジャナイカ

岩を屏風に立てて咲く ソレヨイヨイ

3.守りたまえと

原神様へ

固く誓った

家内揃って

嬉し百度の

4．省略

谷川よいむらよ

ハヨイヨイヨイ

サットオイデ

大願成就

踏む石段は ヨイジャナイカ

礼参り ソレヨイヨイ

谷川よいむらよ

谷川保育固新設 この地域にも企業の進

出が始まって農耕地が順

次工業用地として提供され、農業離れが進み

女性の職場進出も増え、そのため保育施設の

要望が強くなった。当時の校区役職者などが

関係方面に働きかけて、昭和 49年 (1974)

より開園の運びとなった。

． E-↓-一 ー・ • て”

開園当時の園舎

子供は家庭で愛情に満ちた両親に育てられる

のが理想である。 しかし、保育園は両親に代

わって家庭的な場を提供し、養護と教育とを

体として、豊かな人間性を育むことを目的

とした児童福祉施設である。当園は自然環境

に恵まれ、校区民の理解と協力のもと職員の

熱意によりさらに充実発展している。

平成 10年鉄筋コンクリート 2階建の園舎

に変わり敷地も拡張され園児が自由に遊べる

環境が整った。定員は現在 100名である 。

保育証書第 1号

中原町に保育園ができました。校区の多

くの人達が望んでいた保育園の開園です。

第 1期園児として入園したわが子を早朝
.、-ふぶ-

より自転車に乗せ

て通園したもので

す。遊具も少なく

て新設する度に、

我先にと初乗りを

競ったものです。

石田雅宣さんの保護者石田 栄



第3章 教育と文化

2 社会教育

(1) 子供は校区の宝

通学団 戦前、谷川校区の通学団は、

雲谷、中原、原、豊清（比舎古）

と4地区にあった。団長を中心とした上級生

のきびしい指導のもと、強い団結力をもって

いた。各種の活動も、上級生の指示に従って

下級生は必死にがんばったものである。そし

て集団のルールを学んだと思う 。不思議なこ

とに、親や先生は一切口出しをしなかった。

戦後は、この通学団も民主的な集団になり、

上級生は下級生の世話をしたり、やさしく教

えたりしている。以前から、運動会では通学

団リレーが最後の種目となった。各通学団は

学校が終わってから、お宮に選手を集めてバ

トンリレーを密かに練習をしたものである 。

現在は、通学団を中心にして、防犯や交通安

全、挨拶運動などの推進に校区をあげて努力

している 。

子供会の活動 戦後しばらくして学校教

育とは別途に、各地域にお

いて子供達の自主活動のもとに、児童の健全

な成長を育もうと、昭和 26年 (1951)から

子供会が結成された。各町の運営の方法は異

なっていたが、地域にあった方式でスタート

した。各運営は青年会がおこない、学習のほ

か、春は遠足、夏は盆踊り秋には町内運動会

など学校の行事と異なったかたちで楽しんで

きた。昭和 30年 (1955)当時子供会の活動

も活発で、 NHKが取材に来た。各町で青年

会の組織がなくな

り、以後は PTA

が運営するように

なった。

中原町では、子供会の卒業記念として、昭

和30年から西池の周辺道路に桜の苗を植え

てきた。初年に植樹したものは 50年を経て、

春の入学式の頃には満開のトンネルを通って

新入生たちも楽しく通学している 。

民芸教室 民芸教室は昭和 57年 (1982)

から実施している伝統行事で、

平成 18年で 25回目を数える。

この教室の目的は

① 地域の人達との交流活動を通じ、相互理

解を深め思いやりの心を育てること

② 地域の材料を利用した創作活動を通じて

地域理解を深め、伝統的な遊び道具を手

作りする良さや楽しさを味わうこと

主催は校区社会教育委員会と谷川小学校であ

るが、毎年開催時には地域の有志の方々やP

TA関係、ボランティア等 100名ほどの参加

者がある 。 低学年は缶ポックリ ・ めんこ • お
あやと

はじき • お手玉 ・ 綾取り等で遊び、 3 ~ 6年
たこ

生は凧 ・竹とんぼ・紙鉄砲•竹馬 ・リリ ア
ン • お手玉 ・ 編み物などを製作し、この遊具

を使って楽しんでいる。最後には地域参加者

と児童と一緒に、 5年生が育てたお米で手作

りの五平餅を食べながら交流を深めている。

この ような

活動は子供

達の 心に残

る想い出と

なっている。

民芸教室凧製作中

置
e-＿．．;4 鼻

J
 
ヽ
‘

贔

子供会植樹の桜道通学

雲谷子供神楽 伝統を継承してきた神楽

だが、後継者難の状況が続

き、途絶えてしまう危機惑があった。こうし

た時、谷川小学校へ赴任さ れた小林幸恵教頭

は、 苦労を惜 しまず私的な時間を割いて、保
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存会の奏でる笛と、太鼓のお囃子をもとに楽

譜を作成した。譜面があれば小学生でも演奏

できる。3年生以上の児童を募って、小林先

生や保存会の皆さんが演奏や振り付け指導を

続けた。子供達の努力が実り、折に触れその

練習の成果を発表してきた。この事情を耳に

した二川町の山本修司氏は、子供用獅子頭を

匠の技で彫刻し、寄進してくださった。多く

の支援と努力によって、平成 16年鹿嶋神社

秋の大祭の折、宮司のお祓いを受けた後、神

前で奉納神楽を見事に舞い集まった人々から

喝采を受けた。今後も子供達が伝統を継承し

一層努力することを期待する。

(2)校区の活力

自然に学び 平成 13年 10月25日谷川

自然を守る 小学校にホタル園ビオトー

プが完成し、幼虫 50匹を放流した。翌14年

6月20日谷川ホタル保存会が発足した。

これはホタル園ビオ トープの活動を支援しホ

タルの生息する校区の自然を守っていくこと

が目的である 。年 2回の定期総会を持ち、ホ

タル講師に よる研究会や小学生によるホタル

園活動の現況報告、また会員による今後の活

動方針が議題となる。

会員は校区総代会、 PTAの各役員、学校

教職員及び有志で構成されている。活動を振

り返ってみると、ホタルの餌となるカワニナ

の飼育、ビオ トープの管理、また会員による
なかばら

半尻川と中原川のパ トロール、環境向上の看

半尻川に立てた看板

板立て等が行われてい

る。今後 も全校児童が

ホタルに興味と関心を

持ち、自然と共生でき

る心を育てるよう、校

区の大人たちも頑張っ

ている。

たいせきしゃ

大石社俳句会 明治 20年 (1887) に大

石社俳句会が発足した 。

「大石」とは中原町の雄大な立岩のように

「社」とは氏神の加護により平和で安全にと

の願いで命名された。農村生活は大自然に逆
め

らうことなく素直に自然を愛でる心を養い、

仲間同士が同じ目線でものを観ることができ
つちか

る目を培ったのである。この会は明治、大

正、昭和、平成と四世代経て 115年の長期に

わたって続けられている。現在は会員 15名

で毎月の例会、吟行、文化祭、追悼句会、投

句等で活躍し地域文化の発展に寄与している。

旬集「あしあと」故尾崎花蝶（与ー）
にじ

地域の生活色が滲み出ていて充実した生活に

努めようとした気持ちが表現されている。

昭和2年18歳の若さで入会し、以来60余年

本会と共に歩まれた。

巨星墜つ なお惜しまれつ 春を逝く

心まだ 燃ゆるものあり 曼珠紗華

この 2句は友人への追悼句と辞世の句である。

公民館活動 公民館は以前より校区 3町

にあったが、平成 15年に雲

谷公民館が新築され充実したものとなった。

集会場、舞台等があり敬老会、文化祭、芸能

大会など行事 も多彩である。中原町では昭和

51年より続いている舞踊クラブの練習が毎

週行われている。

体育活動 校区では、ソフトボール大会、

ソフトバレー大会、中原町の運

動会など、その機会が校区民の親睦の場とな

っている。ソフ トバレーは、平成元年頃より

チーム作りが始まり、現在校区で 2チーム

37名が頑張っている 。



3 史跡・文化財

(1)谷川の史跡

普門寺（雲谷町）
せんぎょうさん

船形山普門寺は真言

宗の寺院である。その

暦史は古く創建は遠く奈良時代までさかのぼ

る。裏山は 30町歩 (30ha) あり、その中腹

に本堂の観音堂が建っている 。この本堂の東

側の山には往時の寺院跡が数多くあり、 8合

目位の所に元堂跡がある。今も柱石や五輪の

塔が並んで建っている。ここには昔、日照り

が続き干ばつの際、雨乞いの祈願を行った池

がある。そこから 10分ほど山を登ると船形

山の城跡があり、 石垣や空堀も一部見受けら

れる。（現在は中部電力の鉄塔が建っている）城

跡から山道を 15分位行くと元々堂の跡があ

り、ここにも柱石などが残っている。上ノ山

国有林内にも寺跡が多数見受けられる。これ

らのことから船形山の一帯には数多くの寺院

があったことを物語っている。

船形山全漿

み t-ま

御霊様（原町） 西南戦争は明治 10年

(1877) 2月、西郷隆盛軍

が新政府に反対して戦った戦争である。佐原
ひろし

家の「寛様」は、この戦争に政府の徴兵で

軍人として出兵し、同年7月31日宮崎県下

で戦死した。その後31年に御霊様（正三位

勲ー等）として、石碑を建立した。当時は富

国強兵軍事拡大の時世で、村を挙げて祀りが

行われた。石碑には三河や遠州各地の町や村

や人の名前が刻まれている 。特に太平洋戦争

中には大勢の参拝者が訪れた。

第3章教育と文化

オの神

オの神（雲谷町） 賽の神とも書き馬込の

峠に祭られている 。境界
つかさど

を司る道祖神で石神様ともいった。外部か

ら地域に侵入する外敵や病気などの災いを防

ぐとされている。また地方によ っては縁結び

の神ともいわれている。過去に、ここオの神

付近一帯で数度の山火事があったが、奇 しく

もこの森だけは火災に遭わず巨木が残ってい

る。

校区内の ① 鹿嶋神社（雲谷町）創

神社仏閣 建は普門寺と同じく聖武天

皇の御代、神亀年間 (724-728) と伝えられ

る。往時は現在地よりも山奥に鎖座してい
むなふだ

た。最古の棟札は応永 33年 (1427) が残っ

ている 。領主伊奈備前守の崇敬篤く雲谷村神

明黒印 3石 6斗とある。明治 44年 (1911)

字ナベ山下に鎖座の八幡社を合祀。大正 13

年 (1924)指定村社となる。祭神が刀剣の神、
lヽくさ

戦の神であるこ とから戦時下には参拝者 も

多く、拝殿には明治時代の陸軍第 3師団分列

式の奉納額や絵馬などが奉掲されている。

② 神明社（中原町）

神社の創建年代は不詳であるが、領主伊奈備

前守の崇敬篤く、神明八幡天王除地 5石6斗

5合とある 。明治 42年 (1909)の許可によ
かまど

り、八幡社、鼈神社、天満社の 3社を合祀

した。
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③ 立岩社（中原町）

今から 1105年前、宇多天皇ならびに醍醐天皇

に仕えた菅原道真は、左大臣藤原時平の中傷

で九州の大宰府へ (901)流刑され、 2年後榎
おんりょう

寺で没 した。道真の怨霊が白狐を使者として
つか

各地に遣わした。郷土の「庄左衛門」の枕元

へもこの白狐が夢の中に現れ、庄左衛門は立
ふもと はこら

岩の麓へ祠を建て祀り、天満宮の源とした

と伝えられている。江戸時代には参勤交代の

大名が当地へ迂回して参拝したようである。

④ 立岩稲荷 （中原町）

詳細は不詳。御神体は伏見稲荷大社からの分
みかみざ

祀といわれ、宮型の御神座に安置されている。

なお立岩社とは、ここでいう天満社と稲荷社

の総括呼称である。

⑤ 神明社（原町）

成務天皇 30年 (160) に創建されたと伝えら

れる。記文によると原郷の始まりは、 12代景

行天皇の御代といわれ景行天皇には双子があ

り第 1子が成務天皇で、第 2子が甘深仄滋で

ある。籍恥ま寛永 6年巳 9月吉日 (1629) が

残っている 。腹部の病に霊験ありと戦時中は

千人針の祈願で賑わい、今でも多くの参拝者

が近郊よりある。大正 13年 (1924)村社に指

定された。

⑥ 立岩山原中寺（中原町）
りゅうねん

龍枯寺の末派で龍枯寺 11世峯室山厳雄大和尚

によって寛永 5年 (1628) に創建され、本尊

は釈迦牟尼仏の立像である。文久年間 (1861)

に寺子屋が創設され、原中寺の僧が教師とな

り常時子弟が学んでいた。明治 5年(1872)

寺子屋廃止後は中原学校の教場となった。

⑦ 源洞山龍守院（原町）

源洞山龍守禅庵の開基は天文 12年 (1545)と

され、白須賀蔵法寺の末寺である。十一面観

音菩薩を本尊と し、また境内には願王地蔵を

祀る 。近年地域の産業化で人口が増え檀家数

が増加している 。

(2)谷川の文化財

普門寺の重要 石門に続いて仁王門が

文化財 ある。そこをくぐると参

道の正面に鐘楼門が見える 。この門の奥の客

殿には不動明王立像が安置されている。鐘楼

門から左手を登ると本堂（観音堂）、大師堂、

弁天社がある。本堂前には市指定天然記念物

の大杉がある。一方、仁王門を過ぎた左手の

奥には、耐火構造の収蔵庫がある。庫内には

経筒他、仏像などの多くの重要文化財が収蔵

してある。

かぐら

雲谷の神楽 雲谷町では神楽を無形文化

財保護のため保存会を結成し

た。氏神様の祭礼には神前にて舞が奉納され

る。昔の雲谷神楽は、東三河や遠州方面の各

戸を媚った「厄払い」が中心であ ったが、今

は「悪魔祓い」「五穀豊穣」「郷中安全」を主

とした舞である。普門寺の春祭りや二川本陣

雲谷神楽

4 風習と民話

祭りにも神楽保存

会の人々によって

奉納 している。ま

た3年前より町内

の小学生達が、 雲

谷神楽の伝統継承

のため練習に励ん

でいる。

(1)生活に生きる行事

講の各種 校区には有志による古くから

の慣習行事がある。

① 大峯山講 雲谷町、原町には山岳信

仰の行事が残っている 。大峯山は世界遺産に

も登録さ れた奈良県南部山地にある。標高約



第3章教育と文化

そび しゅげん

1900mの嶺峰が辞え立つ山に、古くから修験
じゃ えん ぎょうじゃ

者の道場が役の行者により開かれ、多くの

人々の信仰登山が行われている。女人禁制を

保つ最後の山でもある。原町では毎年、 雲谷

町では 2~ 3年に 1回、 7月下旬頃参拝登山

をしている。参加者も古希から喜寿を過ぎた

人達も多く、本堂まで往復 5~6時間の登山
こんばい

での修行は大変厳しく 疲労困懲するが、下山
どろがわ

後の洞川温泉での懇親会で翌日からの英気が

養われるようである。また雲谷町では、町内

の「行者山」の山項に祀られている、役の行

者の石像に毎

年正月に参詣

している。

信仰の山大峯山

② 尻箪講 庚申の年は 60年に一度、庚

申の日は 60日ごとに巡ってくる。仏教では

青篇釜繭を、神教では猿太彦を祀る。中国

の道教に由来し、 天智天皇の時、始めて儀式

が行われたという 。人の体内の頭部・腹部・
さんし

脚部には三戸という虫がいて人を早死させよ
たいしゃくてん

うと、庚申の夜に帝釈天に告げて死に至 ら

しめるという 。人々は庚申の夜には寝ずに青

面金剛を祀り経を唱え三戸という虫を鎮めよ

うとした。平安時代から宮廷貴族、戦国時代

には武家の間で広く 信仰され、 一般民衆に普

及したのは室町時代からで、 江戸時代に至っ

て隆盛を極めた。

次第に仏教的な色

彩が濃厚となり、 五

穀豊穣、 子孫長久、

商売繁盛、厄病、火

難水難、盗難除けの
ごりやく

御利益があると信じ

られてきた。人々の

「信仰での集い」を名目に、地域内の重要な

相談もこの場で行ったようである 。

今の校区内では簡略した祀りとなり、また

価値観の多様な時代で脱会者も多い。人々の

多幸を祈りつつ、扶助と連帯を願う 素朴な心

情が、講の起源と根幹であ ったことを思え

ば、途絶えてしまうのは寂しい思いがする。

③ 秋薬山講 火伏せの神として各町内神

社の境内には、秋葉神社の末社があり、祭礼
のぼり

の日には織を建て祀っている。中原町神明

社には文政元寅年 (1818)建立の常夜灯があ

る。校区内の人々の信仰は篤く、本宮へは代

参にて、毎年各町内欠かさず参詣している。

盆・正月の行事 校区内各町の盆の行事

はほぼ同じであるが、と

りわけ雲谷町では、新盆を迎えた家々で伝統

的な宗教行事の送り火が行われている 。「上
とうぱ

の池」の堤防で塔婆に花を供え百八の松明を

燃やし、僧侶の読経の中親類縁者はもとより、
しょう ろう

町民こぞって参拝する精霊送りの行事であ

る。この火は新幹線の車窓からも遠望できる。

正月の行事として、 普門寺では毎年除夜の

鍼籍が行われる。檀家以外の参拝者も多く大

A
 

鼻-
〖
心羹『

鼻
，

fヽ

し

ぼんしょう

変賑わ っている。普門寺の梵鐘は戦時中軍

隊の弾丸に供出されたが、 10数年前一檀家

の奇特な寄進により復活した。

また中原町では立岩山の項上で、元旦のご

来光を大勢の人々が厳かに遥拝し、 「おと

そ」で乾杯し新年を新たな気持ちで迎える儀

式が行われている。

青面金剛石仏

結社・ 躾会が禁 じられていた統制の時代、

新しい行事 原町では平成 8年から神明

社秋の例大祭の催しで、打ち

上げ花火、 手筒花火が祭礼青年により 奉納さ

れている。平成 2年祭礼青年発足当時からカ

ラオケを行っていたが、より神社を賑やかで

明るい祭りにしようと始めた行事である。手
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筒煙火の作り方は、花田一番町や大脇町から

手ほどきを受けた。

慶事で奉納する希望者も増え、今では手

筒 ・打ち上げ花火の両方が、出産 ・新築・結

夜空の饗宴

婚・入学など多種

多様の慶事で奉納

されるようになり、

神社の祭りの夜は

大変明る＜大いに

賑わっている。

普門寺では平成 12年から、毎年 10月10
まんとうえ

日の夜、万燈会が行われるようにな った。信

者がそれぞれに無病息災、家内安全、交通安

全など種々の祈願をあらかじめ申し出ておく 。
ほや ろうそく

当日は、火屋に祈願が書かれた多数の蝋燭が、

参道や境内に整然と並べられ、日暮れととも

に一斉に点火され、本堂内での僧侶読経の中、
くらやみ とも しよっこう

暗闇に灯る燭光の幻想的で霊験あらたかな

境内に、多くの人々が参拝に訪れている。

(2)民話
おん I)よう つか

立岩の白狐 菅原道真の怨霊の遣 いと

して白狐は立岩社設立の由来

にあるが、狐は一般的に稲荷神社の遣いとも

いわれている。当地では立岩の稲荷さんに

立岩稲荷神狐

「油揚げ」

を供えると

願い事が叶

うとのいい

伝えがあ っ

た。信者が

参拝の時供

えた油揚は、

もう 翌朝に

は必ず無くな っていた。

当地の立岩稲荷には白狐が実在し、 岩穴を

根城に住んでいたようだ。前述の立岩天満宮

の夢の白狐と、 立岩の稲荷神社の白狐との因

果関係はわからない。

普門寺の鏡岩 船形山普門寺の北西の裏

山に、 鏡岩という大きな岩

がある。この岩は太陽の光を反射して光り輝
ようこう

いていた。妖光が遠州灘を照らすため魚が逃

げてしまい、漁業が成り 立たなくな った。怒

鏡岩

わん

った漁師が海水

をかけて輝きを

曇 らせ、そして

岩を裏向きに変

えてしま ったと

しヽう 。

椀かせ岩 地元の人達で「芋煮会」をし

ていたら、 煮物を求める声が立

岩の方から聞こえてきた。「椀の数が足らな

い」と答えると、 「椀を持ちに来い」との返

事が返ってきた。声のする方に行くと、大き

な岩の上に立派な椀があ った。早速その椀に

芋煮を入れて岩に供えた。

その後、椀が足らない時岩に祈ると、 翌朝

には足らない数だけの椀が岩の上に置いてあ

った。椀かせ岩は、喫茶「立岩」前のバイ パ

ス道路沿いに現存 している。

椀かせ岩



編集後記

豊橋市が市制を施行してから、すでに 100

年の歳月が流れた。ひとくちに「100年」と

いっても時の流れはめまぐるしく、その中に

は市民ひとりひとりの苦楽が凝集され、幾多

の思い出が積み重なっている。

同様に、谷川校区民も、どんな時代にも懸

命にたくましく生きてきた。そして、その根

底にはふるさとを愛する熱い思いがあふれて

いると確信する。

編集委員は、歴史についての知識はほとん

どなかったし、ましてや本の編集の経験もな

かった。しかし、「素人」という立場から努力

を重ね、心を込めて記述をすれば、校区の方々

も本書を読んで、校区の歴史を理解してもら

えるのではないかと考えた。そして、この編

集活動を通して、委員全体が成長していこう

と誓っ た。

編集にあた って確認したことは次のことで

あった。

(1) 1年半の編集計画を明確にし、どんな

ことがあ ってもそれを確実に守ること

(2) 十分な時間をかけて、詳細、綿密なプ

ロットを作ること

(3) 資料や写真などの収集に努力すること

(4) 原稿は全員で書き、原稿審議はきびし

くすること

特に、プロット作成については、異常なまで

に力をいれた。プロットが完成した段階で原

稿書きに自信を持つことができた。

編集を進めるにあたって、第 1章、第 2章、

第 3章のそれぞれ担当者(4~ 5名）を決め、

月に 2~4回の部会をもった。そして、毎月 1

回を原則として全体会を行った。17年 12月

の原稿審議は、全体会を 3回行い 3日とも午

前 0時を過ぎるほどの熱の入れようで、委員

の意識の高さを強く惑じた。

地域の変容は、時代の要請であるが、その

地域の発展と福祉に結びつくものでありたい。

だが、その変容が急激な場合には、変容が先

行してその土地に生きた人々が、時の流れの

中ではぐくみ育ててきた歴史や文化をも変化

の渦に巻き込み、押し流してしまうこともあ

ろう 。

本書は、谷川校区の歴史であると同時に、

この地の歴史をひもとく鍵となり、地域理解

の一端に寄与し、その連帯に貢献することが

できるなら望外の喜びとするところである。

あれから 1年半が経過し、編集委員の努力

によ って今一冊の本が完成した。しかし、こ

れはもちろん完全なものではなく、調査不足

や紙面の関係で記載されていないことも多く

あると思っている。今後さらに充実した校区

史が誕生することを切に望みたい。

なお、 資料や写真の収集にあたって各方面

からご協力いただいたことに対 し、紙面をか

りて厚くお礼を申し上げる 。

平成 18年春 編集委員一同

編集委員

校区総代会長

川合利廣

佐原重弘

平成 16年度

平成 17年度

夏目定寛 平成 18年度

第 1章（自然と環境）

尾崎牧男 夏目宏己

佐原康夫 戸田修弘

第 2章（歴史と生活）

加藤忠幸 山田稔

石田善孝 山田克也

第 3章（教育と文化）

朝倉佐一 夏目 桂

夏目近尉 石田栄

箭野忠雄
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普門寺に現存する最古の史料例
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鐙、正面の鳩胸に伊勢海老が浮き彫りされている。
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校区のあゆみ 谷川

谷 川校区歴史小年表
西暦 年号 日本・豊橋周辺のできごと 谷川校区とその周辺のできごと

古墳時代 谷川古墳群

一里山で窯業始まる

東細谷で須恵器造る

701 大宝元年 大宝律令制定 この頃三河の国となる

727 神亀 4年 普門寺開山

733 天平 5年 東観音寺開創

1170 嘉応 2年 船形山焼失（台蜜・東蜜の勢力争い）

1181 養和年間 化積上人による普門寺復興

1533 天文 2年 船形山焼失（今川・織田両勢力の船形山合戦）

1545 天文12年 源洞山竜守院開基

1548 天文17年 今川義元による普門寺再興

1604 慶長 9年 二川村、大岩村の検地

1621 元和 7年 中原新田開発

1628 寛永 5年 立岩山原中寺創建

1657 明暦 3年 助郷制度誕生 谷川 3村が白須賀宿の助郷村となる

1869 明治 2年 吉田が豊橋にかわる

1872 明治 5年 東海道線開通、学制頒布

1973 明治 6年 二川義校分教場設立、養蚕開始

1874 明治 7年 寺子屋廃止

1878 明治11年 雲谷村、中原村、原村が合併、谷川村となる

谷川学校は谷川村立となる

1879 明治12年 二川義校原分校開校、製糸業開始、ミカン栽培開始

1884 明治17年 二毛作始まる

1887 明治20年 大石社俳句会発足

1888 明治21年 豊橋駅開業

1889 明治22年 二川村、大岩村、谷川村が合併、大川村になる

1890 明治23年 教育勅語発布 谷川学校新校舎完成

1893 明治26年 大川村が大川町に名称変更

1894 明治27年 青年夜学会誕生

1896 明治29年 二川駅開業

1897 明治30年 大川町から谷川村が分離

1990 明治33年 改正小学校令公布 夏目彊太郎、谷川村立谷川尋常小学校校長となる

（大正5年まで）

1906 明治39年 豊橋市誕生 大川町・谷川村・細谷村・小沢村が合併、 二川町となる

（人口 37,635人）

1908 明治41年 二川町立東部尋常小学校と改名

1914 大正 3年 第一次世界大戦に参加 学校上空を初めて飛行機が飛ぶ

1923 大正12年 関東大震災
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西暦 年号 日本・豊橋周辺のできごと 谷川校区とその周辺のできごと

1928 昭和 3年 初の普通選挙実施 奉安庫完成

1929 昭和 4年 開墾助成事業着手

1931 昭和 6年 満州事変

1936 昭和 11年 2・26事件起こる 三ケ日線（のちの二俣線）開通、新所原駅開業

1937 昭和 12年 日中戦争

国民精神総動員

1941 昭和 16年 太平洋戦争突入 二川東部国民学校となる

1945 昭和20年 太平洋戦争終結 三河地震（昭和 19年、 20年）豊橋大空襲 (6月）

1945 昭和21年 日本国憲法公布 天皇陛下豊橋へ行幸

農地改革施行

1947 昭和22年 6、3制教育実施 渥美郡二川町立二川中学校創設

1948 昭和23年 谷川小学校PTA発足、初代会長河合隆次

二川中学校新校舎完成、 二川町農協発足

1955 昭和30年 豊橋市に吸収合併、 豊橋市立谷川小学校となる

1956 昭和31年 東海道線全線電化

1958 昭和33年 昭和33-36年圃場整備事業施工

1959 昭和34年 伊勢湾台風

1961 昭和36年 豊川用水工事着工 企業進出が始まる

1963 昭和38年 大脇町、雲谷町地内山林火災

1964 昭和39年 東京オリンピック開催 東海道新幹線開通

1965 昭和40年 谷川小学校鉄筋コンクリート校舎完成

1968 昭和43年 豊川用水通水開始

1969 昭和44年 東名高速道路開通 谷川小学校プール完成

1970 昭和45年 大阪万博開催 普門寺文化財収蔵庫完成

昭和45~52年パイロット事業施行

1972 昭和47年 沖縄本土復帰

第一次オイルショック 二川バイ パス開通

1974 昭和49年 谷川保育園開園

1980 昭和55年 豊川用水東部幹線完成

1982 昭和57年 普門寺梵鐘復元（昭和18年供出）

1985 昭和60年 上水道完成開通

1989 平成元年 消費税スタート

1995 平成 7年 東京地下鉄サリン事件 農業集落排水事業工事着工 (12年供用開始）

1998 平成 10年 谷川保育園鉄筋コンクリート園舎完成

2001 平成 13年 谷川小学校ホタル園ビオトープ完成

2005 平成 17年 愛知万博開催 市内小学校バスケットボール大会谷川小女子優勝

2006 平成 18年 豊橋市制 100年 豊橋市制 100年記念行事 ：

谷川校区史編集及び記念イベント
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